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学部・大学院・研究所等一覧

基幹理工学部 

■
■
■
■
■
■
■

数学科
応用数理学科
機械科学・航空宇宙学科
電子物理システム学科
情報理工学科
情報通信学科
表現工学科

■
■
■
■
■
□

建築学科
総合機械工学科
経営システム工学科
社会環境工学科
環境資源工学科
社会文化領域

■
■
■
■
■
■

物理学科
応用物理学科
化学・生命化学科
応用化学科
生命医科学科
電気・情報生命工学科

■
■
■
■
■
■

数学応用数理専攻
機械科学・航空宇宙専攻
電子物理システム学専攻
情報理工・情報通信専攻
表現工学専攻
材料科学専攻  

■
■
■

理工学術院総合研究所
各務記念材料技術研究所
国際情報通信研究センター

■
■
■

環境総合研究センター
情報生産システム研究センター
先端生命医科学センター（TWIns）

■
■
理工学術院英語教育センター
国際理工学センター

■
■
■
■
■
■

建築学専攻
総合機械工学専攻
経営システム工学専攻
建設工学専攻
地球・環境資源理工学専攻
経営デザイン専攻

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

物理学及応用物理学専攻
化学・生命化学専攻
応用化学専攻
生命医科学専攻
電気・情報生命専攻
生命理工学専攻
ナノ理工学専攻
共同先端生命医科学専攻 ★
共同先進健康科学専攻 ★
共同原子力専攻
先進理工学専攻（一貫制博士課程） 

 

※ 学術院：系統ごとの主体的かつ一体的な教育研究活動を推進し、学部教育、大学院教育および研究機能の一層の強化を図ることを目的としています。

基幹理工学研究科 

情報生産システム研究科 環境・エネルギー研究科 

 

 
博士後期課程のみ★

 

■
■
■

環境保全センター
データ科学センター
総合研究機構

■
■
■

グリーン・コンピューティング・システム研究機構
スマート社会技術融合研究機構
次世代自動車研究機構

■
■
■

次世代ロボット研究機構
ナノ・ライフ創新研究機構
オープンイノベーション戦略研究機構
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キーワード＆キービジュアル（基幹理工学部・研究科）

代数学／幾何学／解析学／確率論／トポロジー／結び目理論
／代数的整数論／保型形式論／偏微分方程式／変分問題／
表現論／相対性理論／公理的集合論／組合せ論

数学

現象数理／統計数理／情報数理／生命数理／データ科学／非
線形モデル／数理物質工学／計算工学／トポロジー／確率モ
デル／数値解析／数理物理／代数的組合せ／数理セキュリティ
／離散システム／社会科学／産業数理

空気力学／熱力学／材料設計／天体力学／非線形力学／
ジェットエンジン／航空宇宙推進／スペースプレーン／ターボ
機械／航空運航マネジメント／先端材料／宇宙環境利用／宇宙
エレベーター／宇宙探査／宇宙構造物

脱炭素環境エネルギー／応用数学／制御工学／計算機力学／
材料加工／トライボロジー／エネルギーシステム最適化／ヒート
ポンプ／機械学習／微細加工／マイクロマシン／ナノ材料／
内燃機関／カオス／データ科学

IoT／AI／センシング／量子コンピュータ／集積回路／パワーエレクトロニクス
／エナジーハーベスト／光通信ネットワーク／光デバイス／光信号処理／画像
信号処理／テラヘルツ／レーダー／分子イメージング／生体分子／超低温物理
／単一電子デバイス／半導体／シリコン／ダイヤモンド／熱電デバイス／高周波
デバイス／MEMS／結晶工学／場の量子論／対称性

アルゴリズム／暗号理論／オペレーティングシステム／拡張現実／コンピュータ
アーキテクチャ／コンピュータグラフィックス／コンピュータビジョン／機械学習／
自然言語処理／情報検索／人工知能／スーパーコンピューティング／生命情報学
／セキュリティ／ソフトウェア工学／データサイエンス／データベース／ヒューマン
コンピュータインタラクション／プログラミング言語／分散処理／マルチメディア

無線アクセス／航空宇宙通信／無線通信ネットワーク／無線信号処理／情報通信ネットワー
ク／情報通信サービス／ネットワーク情報処理／光通信システム／地理情報システム／IoT／
量子コンピュータ／サイバーセキュリティ／最適化／機械学習／符号化／音声・音響処理／画
像・映像処理／自然言語処理／Web情報処理／データ駆動科学／マルチメディア情報流通
／情報共有・情報検索／会話ロボット／ヒューマン・コンピュータ・インタラクション／人工知能

インターメディア／ヴァーチャル・リアリティ（VR）／人工知能／
ディープ・ラーニング（DL）／音響デザイン／コンピューター・グ
ラフィックス（CG）／コミュニケーション・デザイン／認知科学／
人間工学／メディア・アート

鉄鋼／非鉄金属／複合材料／次世代材料／熱力学／量子力学
／結晶学／弾塑性・破壊力学／数理計算材料学／ビッグデータ
解析／数理情報的計算実験／次世代材料加工／革新的材料試
験法

数理科学 航空宇宙

機械科学 物性科学・エレクトロニクス・フォトニクス・システム工学 情報理工

情報通信 表現工学 材料科学

基幹理工学部・研究科

基幹理工学部・研究科の
Web サイトはこちらから

理学と工学の一体化による最先端研究と
基礎教育の充実という早稲田大学理工学
部の定評ある伝統を継承し、基幹理工学部
では、数理科学と基礎工学に重点を置いた
研究教育を実践しています。

特に、次世代のキーテクノロジーである情
報、通信、エネルギー、機械、航空宇宙、エレ
クトロニクス、物質・材料、アートとメディア
に関する科学技術とその根幹にある数学、
および両者の架け橋となる応用数理を軸
とする研究教育を展開しています。これに
より、グローバルに考え行動し、新時代を
開拓する意欲と能力を備えた科学者、技術
者を育成します。

基幹理工学部では、１年次は学系ごとに共
通のカリキュラムで学習し、自分の興味や
得意分野を見極めます。その上で２年進級
時に、希望の専門分野に応じて学科を決定
します。

表現工学科・尾形研究室
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キーワード＆キービジュアル（創造理工学部・研究科）

空間デザイン／芸術／意匠／表現／カタチ／形態／
計画／複合／歴史工学／文化遺産／保存／再生／
風景／レジリエンス／プロダクティビティ／環境共生

まちづくり／住環境の再生／アーバンデザイン／景
観／コミュニティ／防災／地域資源／インクルージョ
ン／市民参加／ウェルビーイング

文理融合／フィールドワーク／国際共同研究／地域文
化研究／産学官連携／快適性／健康性／各国文学・
文化・社会史／コミュニケーション／ワークショップ

建築計画／
ネット・ゼロエネルギーハウス（ZEH）

都市計画／
バイオフィリックデザイン

スマートシティ

持続的未来社会／土木建造物／地下構造物の建設
技術／BIM・CIM／ゲリラ豪雨／防災・減災／災害
復興／自然再生

生活支援ロボット／知能機械／機械学習／共振化／
人間拡張／メタバース／スポーツ技能解明／ニュー
ロ・リハビリ／VR・MR

次世代医療／AI診断／低侵襲手術／サイバーフィジ
カルシステム／データサイエンス／価値創造システム
／オペレーションズ・マネジメント

災害レジリエンス XR／AI／ロボティクス ビジネスアナリティクス

暮らしを支える構造物の探究／人の活動を支える
橋・道路・鉄道を作る／自然との折り合いをつけ、災
害を防ぐ

大気中マイクロプラスチック／循環型社会／資源循
環技術／地圏開発技術／自然エネルギー／応用鉱物

データ駆動科学／大規模計算／分子イメージング／
流体構造連成／二酸化炭素地下貯留／産学連携大型
プロジェクト

インフラストラクチャー カーボンニュートラル／
サーキュラーエコノミー

システムモデリング

創造理工学部・研究科

創造理工学部・研究科の
Web サイトはこちらから

創造理工学部は、多様な人間の価値に基
づく豊かさを創造するために、「人間の活
動」を支援し、「地球環境」に調和する空間・

装置・コミュニティ創出技術および環境シ
ステム技術に関する実践的教育と先導的
研究を展開します。
創造理工学部は、この理念を源とし、特色
ある分野の自律と発展を図りつつ、理工系
連携と異分野融合による新教育・研究体制
および新学問領域を創成し、海外とのプロ

ジェクト連携を強化して国際性の高い人材
教育と研究を実施します。
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横断的学際性を備えた人材育成 国際コミュニケーション力の向上 イノベーションとアントレプレナーシップ

総合機械工学科・岩田研究室
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キーワード＆キービジュアル（先進理工学部・研究科）

1枚の写真から人体形状・色・光学特性を推定
（応用物理学科　森島研究室）

情報・システム
ヒトiPS分化細胞を用いた
細胞ネットワーク創薬支援解析システム
（物理学科　高野研究室）

非在来型触媒プロセスによる物質変換・再資源化
（応用化学科　関根研究室）　

原子を一層ずつ積み重ねる手法による、
新しい半導体材料やデバイス構造の創製
（電気・情報生命工学科　小林研究室）

薬物運搬体「リポソーム」をエクストルーダーで調整
（生命医科学科　武岡研究室） 

カーボンナノチューブを用いた
シリコン太陽電池と走査電子顕微鏡像
（応用化学科　野田・花田研究室）

ナノインクを滴下する手法による
新しい太陽電池作製技術
（電気・情報生命工学科　小林研究室）

世界最高エネルギーのLHC加速器で解き明かす
素粒子と宇宙 ©CERN
（物理学科　寄田研究室）

金ナノ三角形の中の電子の波動
（化学・生命化学科　井村研究室） 

バイオ・ライフサイエンス 環境

エレクトロニクス・電気・電力 メディカル・バイオテクノロジー エネルギー

ナノ 基礎科学 マテリアル

先進理工学部・研究科

先進理工学部· 研究科の
Web サイトはこちらから

自然科学を基礎として、最先端の理学· 工
学· 医学の融合領域まで、世界最高水準の
研究· 教育および社会への実践的な貢献
を実行する先進的な学部· 大学院です。

学部1年次から学科ごとに基礎となる学
問体系を着実に修得すると共に、 高学年· 
大学院では学科· 専攻の壁を越えた最新
の学術分野における知識を修得し、各自の
可能性にチャレンジしながら、幅広い分野
でリーダーとして世界的に活躍できる研
究者・技術者を養成します。
「物質」「生命」「システム」をキーワードに、

「ナノマテリアル」「システムインテグレーショ
ン· ロボティクス」「エネルギー·環境」「創薬
科学」「医工学」「High QOL エンジニアリ
ング」「遺伝子機能と情報」「細胞機能：計測
と制御」などの研究領域への
人材輩出を目指します。

応用物理学科・片岡研究室
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カリキュラムの特徴
基礎から専門までを無理なく学習

理工学術院の教育プログラムは、学部4年＋大学院（修士課程）2年の計6年間の統合型カリキュラムです。
学部では、学科目を「複合領域科目、外国語科目」（A群）「数学、自然科学、実験・実習・制作・情報関連科目」（B群）

「専門教育科目」（C群）「保健体育科目・自主挑戦科目」（D群）の4群に配置しています。
学生個人個人が自らの興味・関心に応じてさまざまな授業を履修することができ、

技術者・研究者として活躍するのに必要となる幅広い知識や能力を身に付けることができます。

理工系を網羅する

幅広いスキルの獲得
300以上の研究室で

究める専門性
技術者・研究者に必須の

実践的な語学力

Concept Building and Discussion 2

理工学基礎実験1A・1B

卒業研究

理工文化論

高度な英語運用能力を養成するために1年
から大学院まで徹底した英語教育を実施。体
系化した独自のプログラムにより、技術者・
研究者に必要な語学力を養います。

学部教育では体験型学習を重視、多数の実
験・演習科目を設置しています。例えば理工
学基礎実験では、1年生全員を対象に毎週1
日かけて物理・化学・生命科学実験を実施。
実践的なスキルを養います。

3年次または4年次の早い段階から研究室に
所属します。教員の指導を直接受けながら研
究に取り組むなかで、学生は知識の受け手か
ら、新たな発見、発明を目指す創造者へと飛
躍を目指します。

1 2 3

［科目紹介］

A群

B群

C群

D群

理工学における諸問題を英語で解決する能力を養います。前半はグループ
ワークを中心に、後半は学生一人一人が課題を選んで研究計画を立て、図書
館やインターネット等から情報を収集し、グループ・ディスカッションやデー
タ分析を行って結論を導き出して英文レポートにまとめ上げます。最後の授
業では、成果を英語でプレゼンします。国際的な場において英語で研究成果
を発信できる学生を育成する、理工必修英語の総仕上げとなる科目です。

基幹・創造・先進理工学部の1年生全員が必修科目として受講する「理工学
基礎実験1A・1B」は、早稲田理工の特徴的な科目の一つです。各人の専門
分野に関わらず、物理系・化学系・生命科学系の多方面にわたる実験を行い
ます。各分野の基礎知識を習得するとともに、試行錯誤を経て解決する経験
を積み、幅広い視野や独創的な発想力、理工学的な視点を身に付け、センス
を磨きます。

研究室に所属し、教員の指導の下で専門分野に関するテーマについて主体
的に研究を行い、その成果を論文にまとめます。研究計画の立て方や文献の
調べ方などの研究の進め方に関するスキル、成果発表を行うためのプレゼ
ンテーションスキルなど、専門分野の知識だけではない、さまざまな能力が
求められます。学部における学びの集大成となる科目です。

各界のオピニオン・リーダーでもある理工学術院の教授陣、学外の著名な科
学者・文化人らが、それぞれの立場から「理工文化」への熱い思いを語りま
す。そのテーマはロボット、環境技術、ナノテクノロジーなど多岐にわたりま
す。科学技術全般に関して自らの視野を広げ、幅広い知識を身に付けたいと
考える意欲のある学生に向けた自主挑戦科目です。

2022年度の講義テーマ（一部）
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■「世界で輝くWASEDA」とは、 
　 何を意味しているのか？

■ 人はロボットか？

■ Society5.0を実現するための計算技術

■ 歴史・文化と都市のかたち

■ 地球温暖化対策とモノ作り、
　 CO2回収を担う有機分子のお話  

［学部カリキュラム］
4年次 3年次 2年次 1年次 科目体系

A 群
10 ｰ28単位

B 群
21ｰ32単位

C 群

D 群

65ｰ82単位

社会文化領域コース

院
学
大

 

院
学
大
・
程
課
士
修

 

程
課
期
後
士
博

■複合領域科目

綜合科目　学際的課題を綜合的に把握できる科目
特論科目　人文・社会科学系科目や科学技術をめぐる諸問題に複合的な視点からアプローチする科目

■外国語科目

英語（アカデミックコース、コミュニケーションコース）

ドイツ語、フランス語、中国語、スペイン語、ロシア語

保健体育・自主挑戦科目（「理工文化論」「ボランティア」「インターンシップ」など）

専門教育科目─各学科がそれぞれ特徴を生かした科目で構成
◎卒業研究を中心に　　　◎専門応用科目を中心に　　　◎専門基礎科目を中心に　　　◎専門の入門科目、基礎科目を中心に

大学院講義科目先取り履修

卒業研究等

数学

自然科学（物理学、化学、生命科学）

実験、実習、制作、情報関連科目

基礎演習演習・卒業論文

3

2

1
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理工系学生のニーズに応える英語教育プログラムを設計

科目紹介

Academic Lecture Comprehension

D i r e c t o r ’ s  M e s s a g e

CELESEは、早稲田大学理工学術院の英語教育プログラムを運営して
います。短期的には、早稲田大学理工学術院の学部生が年次を追うご
とに必要となる英語力を養い、また長期的には、大学院での研究や卒
業後に社会に出てから必要になる英語力を身につけることを目標にし
ています。

CELESEは、ますます国際化する世界で理工系学生のニーズに応える
英語教育プログラムを提供することを使命としています。そのため
CELESEプログラムでは、学生のニーズに応えるため、常に定期的な
評価と見直しが行われています。過去の外部評価では、「日本の大学の
理工学生にとって最高の英語カリキュラム」と評価されています。

CELESEの英語科目は、コミュニケーションに重きを置いた科目と学
術的なスキルを磨くための科目の2種類があります。これらの科目で
は、高校時代に学んだような一般的な英語学習から一歩進んで、他の
学生と共同で研究プロジェクトを実施する能力を養うことを目的とし
ています。学生は、研究を中心とした活動を計画しながら、音声や文書
によるリソースから情報や知識を得て、他の人とのディスカッションを
通じてこの情報を批判的に評価し、発見したことをスピーキングとライ
ティングの両方の形式で他者に伝える方法を学びます。

学部の後期課程では、学生はそれぞれの学部の研究室に所属し、研究
室の指導教員の指導を受けて研究を開始します。CELESEでは、テク
ニカルライティング、プレゼンテーションといった選択科目を提供し、学
生が自身の研究に関して学術コミュニティとより効果的にコミュニケー
ションをとるための取り組みをサポートしています。

先進理工学部
電気・情報生命工学科 2 年
雨宮 愛

CELESEのWebサイトは
こちらから

（山梨県立甲府南高校出身）

Concept Building and Discussion

Concept  Bui ld ing and Discussion 
プレゼンテーションの様子

Concept  Bui ld ing and Discussion 
グループでブレーンストーミング 

かつてないスピードで繋がっていく世界において、科学者とエンジニアが研究の場と職場の両方で活躍するには英語スキルが不可欠です。
このビジョンの元、2004年4月、早稲田大学理工学術院英語教育センター（CELESE）が設立され、

以来約20年にわたって理工学生のための英語教育プログラムを開発・提供してきました。

理工の英語教育
早稲田大学理工学術院英語教育センター

Center for English Language Education in Science and Engineering

S t u d e n t ’ s  V o i c e

必修の英語科目では、これから
自分の研究を進めるために使
える実践的な英語を学べたと
思います。理工系の専門科目で
は先生が説明してそれを学ぶの
が主流ですが、英語の授業では
英語で情報を得て考え議論し伝
える（書く・話す）練習が多かったです。自分の言葉で要約して伝える練
習は英語のみならず今後様々な場面で役に立つと思いました。
Academic Readingという科目では、英語で書かれた科学技術に関
する記事をたくさん読みました。最先端の科学技術ニュースを英語で学
べるだけでなく、専門科目で学んだ知識を深めることもできました。

理工学の研究とは国際ピアレ
ビュー・コラボレーション・知
識共有の元に出来上がってい
る高い価値と重要性のあるも
のです。このグローバルな活動
に貢献するため、理工系英語
のスキルが必要であることは
明らかです。 我々の理工系英語教育プログラムでは全てのコースが理
工の学生のニーズを満たしており、学部・大学院の研究とその後の社
会での活躍の土台を作るために設計されかつ、統合されています。

英語教育センター
アントニ ローレンス 教授

Concept  Bui ld ing and Discussion 
学生のポスター発表

Concept  Bui ld ing and Discussion 
講義の様子

さん

この科目では、様々な講義を英語で聞き理解す
るスキルを学びます。英語による講義の聞き取
りと理解、講義内容についてメモを取る練習、
講義内容に関する簡単な質疑応答や英語での
要約作成の練習などに重点が置かれます。

この科目では、学生それぞれの専門分野に関
連したトピックを対象に、様々なリソースから
情報を収集・要約し、グループでディスカッ
ション・問題解決を行い、聴衆に結果や結論を
伝えるために必要な英語力を培います。この
科目の修了目標は、図書館やインターネットを
使って、あるトピックに関する情報を見つけ、
その情報をグループ内で批判的に議論できる
ようになること、また、情報源を適切に提示
し、様々な背景や知識を持つ聴衆に対して成
果を伝えられるようになることです。

博士後期課程

コミュニケーションコース アカデミックコース

修士課程

第 3・4 年度

第 2 年度

第 1 年度

Workplace
Engl ish 1,  2

Special  Topics in  Funct ional  Engl ish

Concept  Bui ld ing and Discussion 1,  2

Communicat ion Strategies 1,  2

Advanced Technical
Presentat ion 1,  2

Academic Reading 1,  2

Academic Lecture Comprehension 1,  2

Professional
Communicat ion 1,  2

Advanced Technical Reading
and Writing 1,  2

Technical
Presentat ion

Technical  Wri t ing
1,  2

Doctoral  Student
Presentat ion Ski l ls

Doctoral  Student
Technical  Wri t ing

選択科目

必修科目



7:30

起床・
朝食

8:00

支度・
家事

11:00

登校

12:00

学校で
昼食

12:30

勉強・
課題

14:45

ゼミ

17:30

友人と
間食

18:15

映像制作
実習

21:25

帰宅

22:30

夕食・入浴

24:00

就寝

山口  あいりさん　基幹理工学部  表現工学科3年
（岐阜県立岐山高校出身）

Student’s
L I F E

土田・是枝研究室に所属し、映画や映像について学んでいます。毎週映
画を観て批評を書いたり、実際に短編映画を制作する授業を受講した
りしています。表現工学科では、３年次に研究室に配属されます。私は
２年生のときに受講した、映画やドキュメンタリーについて学ぶ授業が
きっかけで、この研究室に行くことを決めました。理系科目だけでな
く、様々な分野に関する面白い授業がたくさん設置されているので、
自分のやりたいことや興味を見つけることができました。今は、研究室の
友人たちと映画を観たり作ったりしながら、日々楽しく過ごしています。

理系以外の分野の授業も充実
映画批評を書いたり、実際に制作しています

髙橋  慶伸さん　創造理工学研究科  総合機械工学専攻 修士1年
（栃木県立宇都宮高校出身）

Student’s
L I F E

研究室では、これまでに授業で吸収した専門知識を活用し、自身の興
味のある研究テーマをとことん追求します。ロボットのハードウェアの
設計、コンピュータを駆使した数値解析など、様々な分野に取り組む仲
間がいます。また自由に使える時間がほとんどのため、計画立てて進
めるスキルが身につきます。一方で、研究では明確な答えのないもの
に挑むため、難しい課題に直面するときもあります。ですが、教授やメ
ンバーと議論を重ねて研究を洗練させたり、時には雑談ベースで楽し
く話して過ごしたりと、毎日充実した日々を送っています。

教授やメンバーと議論を重ねながら、
興味のあるテーマを日々追求しています

7:00

起床

7:10

朝食・家事
身支度

8:30

大学へ

9:00

ゼミナール

12:00

昼食

13:00

大学院の
授業

15:00

研究班
ミーティング

16:00

研究作業

20:00

自宅へ

20:30

夕食

22:00

趣味
（音楽）

24:00

就寝準備

1:00

就寝

M O N T U E W E D T H U F R I

1

2

3

4

5

［1年次の時間割］ ［3年次の時間割］

数学B2

数学A2 数学B2

Communication
Strategies2

Cプログラミング
基礎

メディア表現技術
の基礎

化学C

表現とコトバ 基礎物理学B

劇場と文化

数学A2

Academic  Lecture
Comprehension2

理工学基礎
実験1B

M O N T U E W E D T H U F R I
1

2

3

4

5

6

7

映画から学ぶ
映像表現

映像史Ⅰ

ゼミ

映像制作実習

［1年次の時間割］ ［3年次の時間割］
M O N T U E W E D T H U F R I

2

1

3

4

5

6

画像工学基礎 熱エネルギー
変換工学

メカニカル
ドローイング・
デザインA共創機械工学社会心理学Ⅰ

人工衛星設計
PBL-A ゼミナール

エンジニアリング
プラクティス

メカニカル
エンジニアリング

ラボF

M O N T U E W E D T H U F R I

2

1

3

4

5

6

理工学
基礎実験1B

フルード
ダイナミクスF

デザイン
エンジニアリング

メカトロニクス
ラボA

プロジェクト・
ベースド・
ラーニングF

数学（微分積分） 数学（線形代数）

Communication
Strategies2

認知と
コミュニケーション 数学（微分積分）

社会思想史

スペイン語初級
ⅡB

スペイン語初級
ⅡA

基礎物理学B

Academic Lecture
Comprehension2

授業のない日は、脚本執筆や撮影、編集などの
「映像制作実習」に関わる活動や、
アルバイト、就職活動もしています。

T i m e  S c h e d u l e

学部の時は「空きコマ」に友人と課題に取り組んだり、
サークルの部室で個人練習をしたり、
息抜きでカフェに行くなどして過ごしました。

T i m e  S c h e d u l e

J-15 J-14



サークル紹介

理工展連絡会

早稲田大学理工漕艇部

理工アメリカンフットボール部バッカス

早稲田大学理工英語会

理工探水会

早稲田大学理工ラグビー部

早稲田大学理工サッカー部

早稲田大学理工バレーボール部

早稲田大学理工柔道部

早稲田理工軟式野球部

Swing & Jazz Club

早稲田大学アンサンブルギタール

ロッククライミング

早稲田大学宇宙航空研究会

理工硬式野球部

早稲田大学リコシャ写真部

理工硬式庭球部

KONA HAWAIIANS

早稲田山岳自転車倶楽部WFR（理工山岳自転車部）

早稲田吹奏楽団

Trial and Error Association（T.E.A.）

早大理工囲将会

早稲田大学マイクロマウスクラブ

早稲田社会環境工学研究会

早稲田うたおう会

Perspective研究会

早稲田大学心身統一合氣道会

早稲田コンピュータエンタテインメント

Waseda Formula Project

Laissez-Faire T.C.

理工展連絡会

早大防災教育支援会 WASEND

iGEM - Waseda

M O N T U E W E D T H U F R I S A T

1

2

3

4

5

物理化学C 生命化学C

有機化学実験 有機化学実験

朝鮮語

構造有機化学

生命有機化学

磁気共鳴 ジェンダー論

英文学と
ジェンダー

Communication
Strategies1

7:00

起床・
朝食

8:00

登校

9:00

クィア・
スタディーズ

入門

10:40

分光化学

12:10

友達と昼食

13:30

自習

14:45

生命化学D

17:00

アルバイト

22:00

帰宅・
夕食

23:00

レポート
を書く

1:30

就寝

岡島  珠実さん　先進理工学部  化学・生命化学科3年

大内  颯さん

基幹理工学部  情報理工学科3年

【第68期理工展連絡会 代表】

（東京都・筑波大学附属高校出身）

（福島県立福島高校出身）

Student’s
L I F E

化学・生命化学科の学生は約60人と少数であり、初年度から必修科
目が多いため、学科同期と仲良くなれます。また実験科目があるので
他学部よりも授業数が多く、学校にいる時間は長くなります。私はその
制約の中で、やりたいことを工夫して実現させています。1年生より手
話さあくるで熱心に活動し、3年生では手話通訳の仕事をしました。現
在は手話を活かしたアルバイトを行っています。また、専攻外の学問に
も興味があり、毎学期他学部の授業を取っています。趣味の旅行にも
年5回程度行くなど、時間をうまく使うことで充実した学生生活を
送っています！

授業に、サークルに、バイトに、趣味に
時間を有効に使って、学生生活を充実

M O N T U E W E D T H U F R I

1

2

3

4

5

66

［1年次の時間割］ ［3年次の時間割］

生活空間の文化

生命の思想史

力学C

基礎の数学

セクシュアリティの
社会学

微分積分 線形代数

理工学基礎実験
1 A

基礎化学
A・B

基礎化学演習

Academic Lecture
Comprehension1

有機化学A

基礎化学
A・B

朝鮮語
障がい者の
理解と支援

私は情報工学の勉強をする傍ら、理工の学園祭を
開催するサークルを運営しています。自分とは違
う考えを持った仲間と一つの目標に向かって努力
することがサークルの醍醐味だと感じています。
特に開催直前期は中間試験の時期と重なり忙しい
ですが、オンデマンド動画の時間割を柔軟に移動
させるなどまとまった時間を確保して活動を両立
させています。

週２回の手話さあくるの他に、
障がいのある学生と一緒に授業を受けて支援を行う
「障がい学生支援室」のボランティア活動も行っています。

T i m e  S c h e d u l e

理工学術院承認

J-17 J-16
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３理工学部生全員が1年次に履修する必修
科目「理工学基礎実験１」では、週1回1日4コ
マかけて1項目の実験を行います。実験項目
には「レンズを作る」「エアホッケーの物理」
（物理系）、「カフェインの抽出」「医薬品の合
成」（化学系）、「DNAの抽出とPCRを利用し
た増幅」（生命科学系）などがあります。

理工学基礎実験室［56号館］

あらゆるものづくりの基礎となる「もの
の強さを調べる実験室」。圧縮、引張な
どの力を加えることによって、金属や木
材、コンクリートなどの材料や構造物の
強さや変形しやすさを調べる実験を行
います。2003年からは、水平・垂直2方
向に最大500トン（車500台分）の力
を加えることができる「大型２軸構造物
評価装置」も稼働しています。

材料実験室［59号館］

金属を加工する重厚な機械から、3Dプリンタやレーザ
加工機のようなデジタルファブリケーションまで、さま
ざまな工作機械を保有する実験室。企業などの生産現
場で使われている本物の工作機械を使って、基礎的な
加工はもちろん、設計から加工、性能試験まで一貫し
て取り組む実習カリキュラムまで実施されています。

工作実験室［59号館］

熱工学・流体・制御工学実験室［58号館］

化学工学実験室［65号館］

環境資源工学科実験室［61号館］

西早稲田キャンパスでは、約100名の専門知識を持った技術スタッフに支えられて、実験・実習教育が行われています。

豊富な実践経験を積む  充実した実験・実習施設



近藤研究室では電力変換やモータ
ドライブ技術を基盤に、電動モビリ
ティシステム、すなわち、鉄道車両・
自動車・航空機などの電気駆動における電力量を削減する研究に取り
組んでいます。電力は主には化石燃料から作られるので電力量の削減
は、CO2削減に直結します。また、近藤研究室では多くの研究が産学連
携により進められており、研究成果が即、カーボンニュートラルに貢献
します。また、電動モビリティシステムの消費エネルギー削減の技術は、
産業機器、家電製品の駆動や再生可能エネルギー利用にも適用可能で
す。したがって、近藤研究室の研究は、電気でモノを動かすあらゆるシー
ンのカーボンニュートラルに貢献しています。

私は現在、量子計算に関する研究
を行っております。量子技術により
重ね合わせの状態を作ることに
よって、非常に多くの計算結果から最適なものを取り出すことができる
ようになります。これまで不可能であった計算ができたり、あるいは非
常に高速に計算ができたりします。その結果として、エネルギー効率を
格段に向上することができ、非常に少ないエネルギーで、膨大な計算が
できるようになることが期待されます。現在、計算にかかるコスト・エネ
ルギーは極めて大きく、これらを削減することが喫緊の課題です。量子
計算による革命を起こし、計算にかかるコスト・エネルギーを劇的に減
少させ、カーボンニュートラルに貢献したいと思います。

私たちの研究チームは、CO2固定
性能を持つ産業副産物や新素材を
活用する新たな脱炭素社会の創生
を提案しています。基礎研究により、CO2固定化性能を保有する素材を
数種類、発見しています。これらのCO2固定化素材を社会基盤施設に使
用した場合のカーボンキャプチャー性能を計算し、脱炭素実現の可能性
を確認しています。今後は、各種素材のCO2固定化性能原単位の把握と
土木・建設資材として活用した場合のカーボンキャプチャー効果を定量
化します。そして、都市や地方における具体的な施設を活用したカーボン
キャプチャープランを提案し、実践のための技術的基盤を構築すること
により、日本国家が目指す脱炭素・カーボンニュートラルに貢献します。

全世界的な脱炭素の流れの中、
カーボンニュートラル（CN）に対す
る世間の“認識”に大きな懸念を抱
いている。市民ひとりひとりは、CNの意味や意義、また取り組まないこと
の危機をどこまで理解しているのか？私の研究では、様々な脱炭素技術・
システムの導入や運用を、LCA（ライフサイクルアセスメント）に基づく手
法で、環境的、経済的、そして受容性を軸とした社会的側面で影響評価を
おこなう。CNに向けた多くの取り組みの評価結果（効果やリスク）を、
LCAの特徴である定量的表現により“見える化”し、 社会の価値観に照
らし合わせながら“豊かで持続可能な社会の構築”に向けた判断や意思
決定の一助とすることを狙っている。
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社会に貢献する理工の研究力

カーボンニュートラルを実現する最先端研究を、より高度なネクストステージへと展開。SDGsが目的とする“持続可能な世界”を守り、
未来に引き継ぐため、未来をイノベートする、カーボンニュートラル社会のための多様な研究活動を推進しています。

カーボンニュートラルを推進する研究者たち

エネルギー高効率利用 人間社会の変革 資源循環・カーボンリサイクル

ゼロカーボンエネルギー供給 気候変動の科学

再生可能資源
廃棄物処理プロセス
エネルギー輸送
蓄エネルギー

等

環境・ヒト健康への影響
古気候学・古生物学
生物多様性の損失
観測・予測、自然災害

等

法・規制
社会受容

経済性・社会性評価
ライフサイクルアセスメント
ライフスタイルの行動変容

等

デザインforリサイクル
CCUS

ネガティブエミッション    
持続可能な産業      

サーキュラーエコノミー          
       等                   

環境配慮
  モビリティ
    都市計画

      住宅・建築物
        電力マネジメント
          グリーンIT
            熱利用

              微小エネ利用
                等

量子計算技術による
カーボンニュートラル
への挑戦

電動モビリティ
システムが拓く
持続可能な社会

基幹理工学部 情報通信学科
戸川  望 教授

先進理工学部 電気・情報生命工学科
近藤  圭一郎 教授

カーボンニュートラル
とは何なのか？
その価値を見定める！

環境エネルギー研究科
納富  信 教授

身の回りのCO2
固定化素材を活用した
カーボンキャプチャー
未来社会
創造理工学部 社会環境工学科　
小峯  秀雄 教授



W-SPRING

未来の学生への
メッセージ

小さいころから生き物の体の仕組みに興味があり、大学では植物と動物の
両方を学べる教育学部の生物学専修に入学しました。進学のきっかけは、
学部生時代に受けた「グローバルエデュケーションセンター」の授業です。社
会学や音楽学など、様々な分野の先生が生き生きと授業する姿を見て、勉
強のその先にある研究の道に憧れました。

ありのままの「好き」「楽しい」という気持ちを大切に、はみ
出しても失敗しても大丈夫。早稲田は、そう思える仲間が
できる場所です！

修士のその先へ
―博士後期課程って、どんなところ？―

博士後期課程に進んだきっかけは何ですか？

がんの腫瘍では、がん細胞が周囲の細胞を味方につけ、がん進行に適した
環境を作らせる、という仕組みが起きています。私は、がん細胞が分泌した
物質の測定法を開発することでこの仕組みに迫っています。がん細胞の「ズ
ルさ」は治療の上では厄介ですが、生物学的には非常に面白く、仕組みを妄
想しながら取り組むのが楽しいです。

今取り組んでいる研究内容と、その面白さを教えてください。

修士１年生の夏に、台湾の医学大学へ研究留学をしたことです。研究を通じ
て言葉も文化も異なる相手と繋がることができ、この時抱いた「研究を通じ
て世界と繋がりたい」という思いが博士課程進学の決定打となりました。当
時の留学先とは現在も共同研究を続けており、とても大切な仲間です。

学生生活の学びの中で、一番印象に残っている経験を教えてください。

未来の学生への
メッセージ

高校の卒業製作で１年間かけて水陸両用災害救助ロボットを開発し、課題
設定・設計・加工・組立・評価という一連のモノづくりを体験しました。その
中で自分の好奇心に基づき世の中に必要な事を考え創造するプロセス（＝
研究活動）が、非常に楽しいと感じた事、修士課程までは授業が忙しく十分
な研究時間を確保できなかった事がきっかけです。

入学がゴールではなく、入学して何をしたいか。そこが受
験の強いモチベーションに繋がると思います。悔いの残ら
ぬようがんばです！

博士後期課程に進んだきっかけは何ですか？

食品ラップよりも薄い、3µm厚の超薄膜有機LEDや超薄膜有機太陽電池
の開発と接着剤を使わずにそれらの薄膜電極同士を接着する金属の直接
接合に関する研究をしています。研究活動は自分の興味に従って世界初な
〇〇を生み出す事です。自分の手で試行錯誤しながら狙った実験結果が得
られた瞬間（=世界初の誕生の瞬間）が最も面白いです。

今取り組んでいる研究内容と、その面白さを教えてください。

早大生が無料で陶芸や3Dプリンタ等を利用できるWASEDAものづくり
工房という場所があります。そことローム株式会社主催の「ものづくりプロ
ジェクト」に参加し、優勝した事が印象深く残っています。約１年間のプロ
ジェクトで、メンター役の職員の方と頭の中で想像したモノを試行錯誤して
実際に創造した一連のモノづくり体験は、貴重な経験です。

学生生活の学びの中で、一番印象に残っている経験を教えてください。

未来の学生への
メッセージ

中学時代に東日本大震災を経験し、 自分が人のためにできることはなんだ
ろうと考えるようになりました。自分にできること、 つまり自分の強みはなに
か、 と悶々としていたところ今の指導教員に出会い研究の楽しさを知りまし
た。そして博士後期課程に進んで1つの物事を極めることが自分の｢強み｣に
繋がるのではと思い、 進学しました。

｢自分は何者か?｣ あなたはこの問いに答えられるでしょ
うか。早稲田の博士後期課程で一緒にこの問いの答えを
探しましょう。

博士後期課程に進んだきっかけは何ですか？

ポーラス金属という穴の多く空いた金属を扱っています。熱交換や吸音など
様々な機能があるのですが、 私は圧縮したときに現れる衝撃吸収性を理論
的に明らかにする研究をしています。勉強すればするほど、 いかに世の中は
未知の事柄だらけなのかと気が付きますが、 自分の立てた仮説がうまく検
証できたときには喜びもひとしおです。

今取り組んでいる研究内容と、その面白さを教えてください。

友達と遊ぶのはもちろん楽しいですが、 学会に参加して自分の研究に興味を
持ってもらえたり、 他の人から良いアイディアを得たりしたときは別の種類
の楽しさがあります。これまでにアメリカで開催された国際学会で発表した
り、 スロベニアに研究留学に行きましたが、 こうした経験は特に刺激が多く
視野も広がるため、 私にとって宝物です。

学生生活の学びの中で、一番印象に残っている経験を教えてください。

先進理工学研究科
生命理工学専攻
博士後期課程2年

伊波 伽奈子さん
（神奈川県・清泉女学院高校／
教育学部理学科卒業）

創造理工学研究科
総合機械工学専攻
博士後期課程1年

髙桑 聖仁さん
（東京工業大学附属
  科学技術高校／創造理工学部
総合機械工学科卒業）

基幹理工学研究科
機械科学・航空宇宙専攻
博士後期課程1年

澤田 万尋さん
（宮城県仙台第二高校／
基幹理工学部機械科学・
航空学科卒業）

2021年、本学は、科学技術振興機構（JST）が実施する「次世代研究者挑戦的研
究プログラム」の支援を受け、博士後期課程学生のキャリアパス確立と経済的支
援を目的とした「早稲田オープン・イノベーション・エコシステム挑戦的研究プロ
グラム（W-SPRING）」の運用を開始しました。初年度は180名の学生が本制
度の支援を受けています。

現在、理工３学部からは

約７割が大学院修士課程に進学しています。

そして修士課程を修了した後も、

さらに研究を究めようと

博士後期課程に進む学生たちがいます。

そんな「研究大好き！」な３名が、

博士後期課程の魅力について語ります。
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アーリーバードプログラム
理工学術院総合研究所が実施する、若手研究者育成・支援を目的とする事業。
2011年に始まって以来、毎年15名程度、これまでにのべ175名が採択されて
います。採択者には研究助成金が交付され、自身の研究活動や、アーリーバード
の活動を通じて生まれた、異分野の研究者との融合領域研究にも役立てること
ができます。



卒業生からのメッセージ
理工学術院を卒業し、多様な道に進んだ先輩に「今の自分に生きている理工での学び」をお聞きしました。

学部と修士で異なる
魅力的な学びを経験
吉本興業株式会社
マネジメント本部
樺澤 まどかさん
基幹理工学研究科 表現工学専攻
（2019年修了）

表現工学専攻

人生何が起こるか分かりません。学部は応用物理で入学し
ましたが、修士では表現工学を専攻し、瞬きする肖像画や
動く文字型オブジェなど理系とは思えないアート作品を作
ってました。卒業後はマネージャーとしてエンタメ業界に入
りましたが今ではアイドルもやってます。何でもありな早稲
田大学で過ごしたからこそ今の私があります。

社会とつながる豊富な
機会から受けた刺激
清水建設株式会社
設計本部 業務施設設計部
吉田 俊介さん
創造理工学研究科 建築学専攻
（2020年修了）

建築学科

学生各々のユニークな価値観や行動から常に刺激を受け続
け、多面的に物事を捉えまとめる力が鍛えられました。ワー
クショップ、社会実験、留学、研究などさまざまな形で重ね
た思慮を試行し、社会とつながる機会も豊富にあります。こ
れらの経験は論理的思考とユニークさが同時に求められる
建築設計という今の仕事に生かされています。

研究室での実験・経験が
研究開発の仕事の基盤に
三菱電機株式会社
情報技術総合研究所
赤間 慶さん
基幹理工学研究科 電子物理システム学専攻
（2019年修了）

電子物理システム学科

研究室での実験や学会活動の経験は研究開発の仕事の基
盤になっています。また、大学院での研究活動とは関係のな
かった学部時代の授業が、異業種の方々との交流や新しい
アイデアを生み出す過程など、思いもよらない場所で大い
に役立っています。

周りに相談することで
道が拓けると実感
株式会社Gunosy
メディア事業本部 メディア開発推進部
加藤 慶一さん
基幹理工学研究科 情報理工学専攻
（2011年修了）

コンピュータ・ネットワーク工学科（現 情報理工学科）

研究室時代にとにかく手を動かし、トライ&エラーを繰り返
し前に進めていく経験、なぜその研究を行うのかを説明す
る力をつけることができました。また、一人で考えるだけで
なく先生や先輩など、多くの方に相談することで道が拓け
るということも実感できました。卒業後も仕事で困難に立
ち向かう自信につながっています。

物事を構造的に捉え
論理的に考える力
NRIデジタル株式会社
プラットフォームビジネス
福島 実紗さん
基幹理工学研究科 数学応用数理専攻
（2019年修了）

数学科

入学当時は高校の数学教師を目指していましたが、数学だ
けでなく理工学の基礎を幅広く学びたいと思い、1年次は
全学科共通のカリキュラムで、2年次に学科を選択できる基
幹理工学部を選びました。結果的に、IT系の企業へ就職し
ましたが、1年次に学んだ情報の知識や数学科で身に付け
た論理的に考える力は、仕事に役立っていると感じます。

研究から自然と身に付いた
ロジックの組み立て方
株式会社キーエンス

徐 俊庭さん
基幹理工学研究科 数学応用数理専攻
（2018年修了）

応用数理学科

今の職場では、何か一機能を作る際、どういうコンセプトで
作るかを考える上でいろいろな観点から一つずつロジック
を持って組み立てることが要求されます。学生時代の研究
で研究対象の決定→研究方針の模索→研究の実施（うまく
いかなければ研究方針の再決定）という流れがこのロジッ
クを組み立てるうえでの下地となっています。

ゼロからイチを創り、
創意工夫でヒャクにする
日産自動車株式会社
先端材料・プロセス研究所 次世代HMI研究グループ

機械工学科（現 総合機械工学科）

人々の生活を支えるロボットが作りたい！ と思い機械科に
進みました。研究室では、ゼロから調べ挑戦してイチを創り、
枠を超えた仲間を巻き込み創意工夫してヒャクにする推進
力を習得しました。さらに、医療福祉ロボット研究で得たメ
カトロやバイオメカニズムについての知識を生かし、人々が
楽しく移動できるクルマの研究に取り組んでいます。

アプローチ方法は
一つとは限らない

片岡 愛さん
基幹理工学研究科 情報理工・情報通信専攻
（2016年修了）

情報理工・情報通信専攻

複数のプログラミング言語に触れられたことで、物事を抽
象化して全体を捉えることや問題解決のためのアプローチ
方法は1つとは限らないという考え方を学ぶことができま
した。プログラミングだけでなく問題解決時や資料作成時
などの業務を行うにあたってもこの考え方が役に立ってい
ます。

次世代の研究にも生きる
「ものづくり」の基礎
東レ株式会社 複合材料研究所
航空機コンポジットメカニクスチーム
阿部 暉さん
基幹理工学研究科 機械科学専攻
（2019年修了）

機械科学・航空学科（現 機械科学・航空宇宙学科）

大学在学中は、機械を設計するための基礎から、材料の破
壊現象を理解するための応用まで学び、「ものづくり」の基
礎を身に付けることができました。職場では、次世代の航空
材料の研究に携わっており、大学在学中に学んだことは仕
事の中でも役立っています。

化学を応用する
“面白さ”を学ぶ
ENEOS株式会社
川崎製油所 製油技術グループ
尾崎 正彦さん
先進理工学研究科 応用化学専攻
（2017年修了）

応用化学科

最先端の化学の講義や充実した実験プログラムにより、身
近にあるモノが原子や分子レベルでどう設計されている
か、そういった化学の持つ奥深さを実感できます。今では大
学で学んだ“役立つ化学”を、日々のプラントの安全運転に
生かしています。

学術は無限に広い
世界に開かれている
田辺三菱製薬株式会社
創薬本部 免疫炎症創薬ユニット
三浦 泰史さん
先進理工学研究科 生命医科学専攻
（2018年博士後期課程修了）

生命医科学科

生命現象は混沌として曖昧ですが、生物学研究に携わると複雑な
課題を“ほぐして”解決する方法論が身に付きます。生涯役立つスキ
ルです。早稲田は学内外が学問と文化の宝庫で、多様な価値観に触
れた経験は人の幸せに寄り添った創薬アイディアに今も生きていま
す。皆さんも研究と交流を楽しめば、学術は無限に広い世界に開か
れ、どこへでも行けるのだという希望をきっと持てるはずです。

“なぜ”を原理原則から
突き詰める姿勢
みずほ証券株式会社
グローバル投資銀行部門 投資銀行本部
木山 遼一さん
先進理工学研究科 物理学及応用物理学専攻
（2016年修了）

物理学科

学生時代の経験は、振り返ると今でも役立っていると実感
します。物理学の魅力である“なぜ”を原理原則から考え議
論する、自らが主体的に取り組む、この思考・行動は何事に
おいても重要で、最先端の研究に挑戦できる大学の環境が
あってこそ密に経験できたと感じています。

未知の領域を
発想力で切り拓く経験
名古屋大学
大学院 多元数理科学研究科
藤原 和将さん
先進理工学研究科 物理学及応用物理学専攻
（2017年博士後期課程修了）

応用物理学科

大学では物理に現れる方程式を研究しました。何事も感覚
を持っている事は大切ですが、物理や数学の感覚は中々掴
めません。応物では講義の他にも、応用物理学ゼミナール
等、早くから先生方の独特の感性に触れる機会に恵まれて
います。これは理論的な感覚を掴む絶好の切掛で、ここで得
た理論的感覚は貴重な財産です。

問題発見から解決に至る
プロセスの基本
株式会社東レシステムセンター
新コミュニケーション基盤プロジェクト室
片瀬 久仁子さん
創造理工学研究科 経営システム工学専攻
（2013年修了）

経営システム工学科

経営に関わる要素を幅広く体系的に学ぶとともに、研究室
では論文に取り組むことで「問題発見」「問題解決」のプロセ
スを学ぶことができました。現在の実務においても、そうし
た「問題解決」に至るプロセスの基本は同じなので、非常に
役立っています。

学際的な学びによって
多角的な思考を習得
Ove Arup & Partners Limited
ビルディングエンジニアリングチーム
田中 万琳さん 
創造理工学研究科 建設工学専攻
（2021年修了）

社会環境工学科

私は土木エンジニアに必要な知識と経験を得るために、学
生時代は社会環境工学科・建設工学専攻の勉強に励む傍
ら、他にも社会学系の都市論や文学部による芸術講義等、
様々な科目を履修しました。学科を跨ぎ多様な科目を学べ
る本大学の制度により、視野が広がり、土木の事柄を多角
的に考えられるようになったと感じています。

幅広い学びを融合し
研究に生かす
株式会社ボストン・
コンサルティング・グループ
黒田 千愛さん
先進理工学研究科 電気・情報生命専攻
（2018年博士後期課程修了）

電気・情報生命工学科

高校生の時は生物が得意科目。幅広く理系科目を学びたい
と思い、生物・化学受験可能な本学科に進学しました。大学
では物理未履修クラスで電磁気を一から学び、物理の面白
さを知りました。探究心は冷めやらず、電気や生物の知識を
融合したバイオセンサを開発し、博士号を取得。その後ドイ
ツへの研究留学もしました。幅広い学びを生かし、高校生の
時には想像できなかったキャリアを今歩んでいます。

困難な局面での
丁寧な指導や激励
ソニー株式会社
HES事業本部Display商品企画1部
上原 祐美子さん
先進理工学研究科　化学・生命化学専攻
（2010年修了）

化学・生命化学科

純粋な学問を学び、実用的な研究をするため化学科に入学
しました。研究室では自律的に研究活動を進めると共に、困
難な局面では指導教員の古川先生より丁寧なご指導や激
励をいただきました。この個人の推進力とチームで議論し
粘り強くトライする姿勢は、商品企画の仕事で大いに役立っ
ています。さらに今、卒業以来再びディスプレイ技術に関わ
り専門性を高めています。

興味のど真ん中を
学べる多様な研究室
宇宙航空研究開発機構（JAXA）
追跡ネットワーク技術センター
宮谷 新さん
創造理工学研究科
地球・環境資源理工学専攻（2015年修了）

地球・環境資源理工学専攻

幼い頃から興味のあった地球環境問題や気象に関する研
究を行える研究室があることを知り、学部卒業後の進路と
して当専攻への進学を選びました。各研究室で取り扱うテ
ーマは大学や学科によってさまざまです。早稲田の理工に
は魅力的な研究室がたくさんあります。将来やりたいこと
が決まっている人もそうでない人も、入りたい研究室がき
っと見つかるはずです。

学部卒業後の進路については
左のQRコードよりご覧いただけます。
https://www.waseda.jp/fsci/about/career
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松下 詩穂さん 理工学研究科 機械工学専
攻（2015年修了）／先進理工学研究科生命
理工学専攻（2014年博士後期課程修了）

KDDI株式会社 技術統括本部
ネットワークエンジニアリング部



基幹理工学部・研究科

数学は、人類の歴史と共に歩んできた学問

です。数学における理論は、世界中の人が

検証することができますし、一度認められ

た理論が新たな理論に否定されることは

ありません。普遍性と幅広い適用性をもつ

数学は、理論の研究によって発展している

のと同時に、あらゆる科学研究の基礎とし

て、世界中の技術や文化と関わり続けてい

ます。数学科では、代数、幾何、解析、応用数

学の4分野を教育の柱とし、技術の修得だ

けでなく、物事の根源的な構造を見抜き、

分析を行う数理的思考力を養います。

数学科／
数学応用数理専攻

数学科 2年
君塚 理織さん
東京都・豊島岡女子学園高校出身

Voice
数学科には、いつでも数学について語り合い、互いに高
め合うことのできる仲間がいます。同級生と雑談をして
いたはずが、気が付いたら何時間も数学の話をしてい
た！なんてことも。また、応用数理学科との垣根が低く、2
年次までで数学の基礎をしっかりと固めてから3年次以
降で応用分野も選択科目の一つとして学べることも、本
学科の魅力の一つだと私は感じています。数学が好きな
方はもちろん、その応用に興味のある方も、本学科で同

志を見つけてみませんか？

社会構造が大きく変革する21世紀におい

て、工学、自然科学、社会科学の分野で活

躍するためには、多様な学問的素養と理論

的な基礎を身に付けた上で、現場で応用す

る力が必要です。本学科／専攻では、数学

を中心とする理学的素養の習得、それらを

各分野の現場に応用するための知識・技

術の獲得を目指しています。また、現場で

遭遇する具体的な問題を掘り下げること

で、新しい数学の理論創造につながること

もあります。具体的な現象から新しい数学

を創造できる人材の育成も本学科・専攻

の目標です。

応用数理学科／
数学応用数理専攻

応用数理学科 2年
山口 諒介さん
新潟県立新潟高校出身

Voice
応用数理学科の一番の魅力は扱う分野の幅広さにあると
思います。数値解析・数理統計・情報理論・数理物理・離散
数学など非常にたくさんのことを学ぶことができます。3
年次以降にそれらの分野を探究するために、2年次の専
門選択授業では専門的な数学の内容について様々な応
用例を知り厳密な議論を行う練習をします。また、科目選
択の自由度が高く応用数理学科の専門授業のみならず数
学科の授業や他学科の副専攻、教職授業も比較的自由に

時間割に組み込むことができます。

機械科学・航空宇宙学科では、自然科学と

工学を融合した機械科学の基礎的な知識

を幅広く修得し、積極的に活用することに

よって、問題の発見とそれに対する解決能

力を身に付けることを教育の目標としてい

ます。その上で、機械科学の諸分野と航空

宇宙工学に代表される総合的な理工学分

野において、基礎から応用・最先端までの

研究や技術開発へ挑戦していきます。新た

な科学的な価値の創造と技術革新に寄与

できる技術者、および国際的に活躍できる

真の人材を育成し、社会に貢献することを

目的としています。

機械科学・航空宇宙学科／
機械科学・航空宇宙専攻

機械科学・航空宇宙学科 3年
安藤 翔さん
神奈川県・聖光学院高校出身

Voice
機械科学・航空宇宙学科、通称「機航」では、材料力学・流
体力学・熱力学・機械力学の４力学を中心に基礎から応
用まで、段階を踏んで徹底的に学ぶことができます。ま
た、本当の工場のような施設での大規模な実験を通じ、
座学で学んだ知識や理論を実際の現象に適用し、理解を
深めることができます。４年次の研究室配属では、どの研
究室も魅力的で最先端な研究を行っているので、楽しい
こと間違いなしです。充実した学生生活を早稲田の機航

で過ごしてみませんか？

現代の高度な情報化社会の基盤は、電子や

光を利用するテクノロジーに支えられてい

ます。電子物理システム学科では、電子と光

を活用するための基礎として物理学と電子

工学を理解し、それを材料物性、半導体工

学、光エレクトロニクス、情報工学、ナノテク

ノロジー、バイオテクノロジーとの間で連携

させて、新しい学術へ発展させることを目

指しています。さらなる豊かな社会の実現

のために、電子と光の科学技術をどの分野

においてもシステム化できる専門性を身に

付けた人材を育成していきます。

電子物理システム学科／
電子物理システム学専攻

電子物理システム学科 3年
松永 悠さん
埼玉県立大宮高校出身

Voice
本学科では、エレクトロニクス、フォトニクス、物性物理、
情報工学など様々な分野を幅広く学ぶことができます。
研究室によって研究内容が様々で、授業を受けてから専
攻を決められるので、自分に合った学問に出会えます。
私は、本学科での生活を通し、自分が将来成し遂げたい
ことを実現するための方法は一つだけではないことを感
じました。それは本学科で様々な分野を学び、別物に見
えていた分野が実は深く関わり合っていることを知り、

視野が広がったからだと感じてい
ます。

学科・専攻紹介

基幹理工学部・研究科

基幹理工学部
・

研究科

 J-26

創造理工学部・研究科 J-29

先進理工学部・研究科 J-32

情報生産システム研究科 J-36

環境・エネルギー研究科 J-36

理工学術院の学部・研究科には、多様な

学科・専攻が用意されています。

それぞれの学科・専攻では、最前線で活躍

する教員や、高い専門性を養う研究・教育

体制によって学生の学ぶ意欲に応えます。

各学科・専攻の特色や、所属学生・教員か

らのメッセージを紹介します。
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基幹理工学部・研究科創造理工学部・研究科

メディア技術の発達により、新たな文化・産

業の創出が期待される一方、コンテンツの

質的低下や、人間の感性、生体への不適合

などが顕在化しています。問題の解決に

は、科学技術を介した生体の特性、感性や

コミュニケーションの理解、表象研究の深

化が必要です。表現工学科では、科学技術

と芸術表現の融合による新たな社会ニー

ズヘの対応と、価値や夢の創造へ挑戦でき

る人材の養成、学問領域の確立を研究・教

育の目的としています。大学院では、この学

問領域ならではの表現形態を模索し、新た

な学術領域を開拓します。

表現工学科／
表現工学専攻

表現工学専攻 修士1年
嵯峨崎 天音さん
東京都・早稲田実業学校高等部出身

Voice
本学科の大きな魅力は、幅広い分野とその専門家や有識
者に触れて自分の興味や考え方を構築できる点だと思
います。本学科は機械知能や音響、哲学、映画、認知心理
等、一言で表しきれない程本当に幅広くの分野に渡って
学ぶことができます。様々な分野に興味を持つ人がいる
学科だからこそ、自分の研究への異なる見方や意見を交
えることにいつも良い刺激を受けています。芸術に興味
がある人でも科学に興味がある人でも、様々な価値観に

触れ、より学習・研究が楽しくなる
素敵な学科です。

材料科学専攻 修士1年
國井 里那さん
福島県立安積高校出身

Voice
私は電子物理システム学科から材料科学専攻に進学しま
した。材料科学分野では計算科学からのアプローチも強
く、コンピュータ上で本来目に見えない世界を可視化し
て議論できることが面白いと思っています。材料科学専
攻では材料の本質を考えるための様々な学問を、専攻の
先生方が皆で指導してくださる時間が設けられており、
研究の相談にも親身に対応してくれます。個人の興味を
尊重し様々な手法で研究を行えるので、必ず面白い研究

に出会えると思います。

建築学科 3年
林 泰地さん
東京都・早稲田高校出身

Voice
私は入学以前建築についての知識はほとんどなく、横浜
のようにきれいな水辺の街が好きだという小さな理由
で建築学科に入学しました。早稲田建築、通称「わせけ
ん」は様々な趣味や考え方を持った学生が多く在籍し、
先生方は自分のやりたいことを発見、伸ばすように指導
してくださりました。大学で学ぶ建築は、自分の好きなも
のと結び付けられる受け皿の広さが特徴です。わせけん
で、頼りになる先輩・後輩、個性的で刺激的な最高の仲間

と共に好きなことを見つけてみま
せんか。

スマートフォンやインターネットなど、生活

を大きく変革させた情報通信技術を探求

し発展させること、それを担う人材を養成

することが本学科／専攻の使命です。情報

通信システムの構成と動作の仕組み、シス

テムを構成する上での原理・原則、情報通

信サービスを構築するアプリケーション技

術、システムの動作を可能にする物理法則

を知識として身に付け、活用する能力を養

います。さらに大学院では学部で養った能

力を活用し、世界を舞台に情報通信技術の

発展に貢献できる能力を身に付けます。

情報通信学科／
情報理工・情報通信専攻

情報通信学科 3年
中山 光典さん
山梨県・駿台甲府高校出身

Voice
情報通信学科には無線・光通信や画像・映像処理、音声
処理、情報セキュリティ、機械学習など幅広い分野の研究
室があり、学科進学時に特定の分野に絞ることなく様々
なトピックを専門科目や実験を通じて学ぶことが出来ま
す。３年次のプロジェクト研究では先生や先輩方の指導
を受けながら研究活動を体験し「自分は何に興味や関心
があるのか」を発見できることはとても魅力的です。社
会での役割が大きい情報通信技術について深く学べる

ことはとても有意義で日々充実し
ています。

21世紀のキーテクノロジーであるICT

（Information and Communication 

Technology）。国内外では競争力強化の

ため、多様なICT技術を習得した優れた人材

が求められています。本学科／専攻では、

ハードウェア（超高性能・低消費電力コン

ピュータなど）、ソフトウェア（プログラミング

言語、アルゴリズム、人工知能など）、ネット

ワーク（インターネット、セキュリティなど）、コ

ンピュータ・ネットワーク応用（バイオインフォ

マティクス、情報検索など）といった先端技

術の教育・研究を総合的に進め、世界の科学

技術の発展に貢献できる人材を育成します。

情報理工学科／
情報理工・情報通信専攻

情報理工学科 3年
陳 志宇さん
東京都・早稲田大学高等学院出身

Voice
情報技術は様々な業界で必要不可欠な存在となってい
ます。私は「情報工学を学び社会に変革を起こしたい」と
思い情報理工学科の門を叩きました。本学科では机上の
勉強以外に産業界と連携した講義や研究が数多くありま
す。そのため、将来どのような形で社会に貢献していくか
を考えながら学びを深めることができます。また熱心な
先生も多く、努力次第で充実した学びと経験を得ること
ができる環境が整っています。情報理工学科で学ぶこと

であなたも社会に変革を起こしま
せんか？

鉄鋼、素材、自動車、電気、医療などの分野

をはじめ、地球環境保全、情報技術などの

新しい産業の基幹を担うのも材料です。材

料科学専攻では、ミクロ材料学から大規模

構造体に関わるマクロ材料学までを扱い

ます。数理計算はもちろん、次世代スー

パーコンピュータによる材料シミュレー

ションの最適化やビッグデータ解析の活

用、宇宙などの極限環境下における材料

設計・開発を可能にする計算実験や革新

的な材料試験など、さまざまな学びを通し

て材料学の先端的研究開発能力を持つ人

材を育成します。

材料科学専攻

建築史、建築計画、都市計画などを研究す

る建築芸術分野と、環境工学、建築構造、建

築生産などを研究する建築工学分野に分

かれ、学科／専攻を一貫する6年間の教育

課程で学ぶことができます。同課程は、日

本初のUNESCO／UIAによる国際水準

同等性の認定を受けています。フィールド

ワークなどの実践的な演習を交え、一棟の

家の設計から都市デザインまで、建築に関

する多様な分野に挑戦できます。現場の実

務に直結する課題解決能力を養い、国内外

で活躍できる建築家や技術者、研究者を養

成します。

建築学科／
建築学専攻

創造理工学部
・

研究科

J-29 J-28
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社会環境工学は、社会環境の向上、生活環

境の安全・安心、自然環境の保全を工学と

して取り扱う学問です。安全で文化的な生

活を送るために必要な社会基盤の整備や、

自然と協調した生活を、技術者倫理に基づ

いて実現できる専門家の育成を目指しま

す。具体的には橋やトンネル、河川や海岸な

どの計画・設計・建設・維持管理のための技

術、災害に対応する技術、環境保全に加え

て、魅力ある地域の計画・デザインを学びま

す。建設工学専攻においては、社会環境工

学と同様のコンセプトの下で専門性を深め

ます。

社会環境工学科／
建設工学専攻

社会環境工学科 3年
小野 遼太郎さん
千葉県立薬園台高校出身

Voice
本学科では、橋やトンネルなどの土木分野から都市計画
や都市デザインなどのまちづくりまで幅広い分野を学び
ます。また設計、施工、維持管理を考える上で防災や景
観、環境問題など様々な視点に注目することができるよ
うになるのがこの学科の魅力だと思います。授業では座
学だけでなくグループで取り組む実験が多いため意見
を交換し合う楽しさがあります。今後もこの学科での学
びを深めていき、将来は橋やトンネルなど地図に残る仕

事をしたいです。

環境資源工学科 3年
美藤 杏佳さん
東京都・鷗友学園女子高校出身

Voice
環境工学について興味があり、本学科を選んで入学しま
した。本学科では１年生から実験やプログラミング演習と
いった、全ての基礎となる実践的な経験をすることがで
きます。そして本学科は資源系・素材系・人間系と３つに
分かれていますが、基礎に関しては全ての分野を学習す
ることができます。今後重要な環境問題や資源問題につ
いて、幅広い知見を得られるのは大きな魅力だと感じま
す。環境や資源に興味がある方にはおすすめしたい学科

です。

経営デザイン専攻 修士1年
山田 晋也さん
東京都・成城高校出身

Voice
経営デザイン専攻では、学術的な理論を学べるだけでな
く、企業経営の経験を持つ講師からビジネスの現実につ
いて学ぶことができます。加えて、企業との共同プロジェ
クトや、事業創出を行うグループワークなどの実践的な
場も多く提供される点が魅力です。また、理論と実践の
両観点によって、経営課題を解決するために必要な知見
や新たな視点に気付くことができます。将来は、本専攻
で得た知識と実践力を活かして、日本の産業に貢献した

いと思っております。

生産・物流・交通・情報通信・サービスな

ど、社会基盤となるシステムを設計・開発・

改善・維持運用する技術が経営システム工

学です。本学科では、システムの構成要素

である人・物・設備・お金・情報の有効活用

とベストミックスを図るため、専門知識・技

術について、最先端の研究と教育を行って

います。国内における経営システム工学の

先駆け的な学科であり、経営システムをデ

ザインできる人材を輩出しています。経営

システム工学専攻では、経営システム工学

の各分野について高度な専門性を身に付

けます。

経営システム工学科／
経営システム工学専攻

経営システム工学科 3年
戸田 悠莉子さん
東京都・鷗友学園女子高校出身

Voice
経営課題を理系的に解決するということに興味をもち、
本学科に入学しました。本学科では、経営課題を解決す
るために使われる統計学や物流の知識、プログラミング
などの情報技術を学びます。また、1、2年次にある実習
演習では、班の人と協力して、あるシステムやある作業工
程がどのようにしたら効率良くなるか試行錯誤しながら
考えます。将来は、本学科で得られた知識を活かし、企業
の経営課題解決に役立てるような人材になりたいと考

えています。

機械工学は、ものづくりを対象とした技術の

学問体系と考えられてきました。本学科は、

これまでの機械工学をさらに発展させ、価値

観や背景が異なる多様な人間の生活の場に

調和した共創の技術を目指す研究者やエン

ジニアを育成します。これをふまえ、環境、エ

ネルギー、医療福祉、高齢者介助、といった現

代社会が抱える諸問題を、個々の人間に則し

て解決していくための機械の設計原理、なら

びにそれらの研究開発と社会的評価につい

てプロジェクト的研究を展開しています。

総合機械工学科／
総合機械工学専攻

総合機械工学科 3年
柘植 万里奈さん
福岡県立筑紫丘高校出身

Voice
総合機械工学科は、充実した経験と学びが得られる環境
が整っています。1年生からロボット製作の授業があり、
3年生ではエンジンの設計から製作までを行うなど、実
践重視のカリキュラムです。これらの実習を通してモノづ
くりの楽しさを実感できます。どの実習もチームの仲間
と協力しながらアウトプットするので座学の理解を深め
ることができます。ロボットや自動車に限らず幅広い分
野を学習できるため、どんな人でも自分の興味のあるも

のを見つけられる学科です。

本学科は、「地球・資源系」「素材・循環系」

「人間・環境系」の3つの専門分野で構成さ

れています。大学院では岩石学と地質学が

加わり、グローバルな視点から資源・環境・

エネルギー問題を教育・研究します。研究

の対象は、地質学、地球・太陽系物質循環、

石造文化財保全などの地球科学分野か

ら、資源の探査・開発、廃棄物の適正管理・

処分、環境低負荷型エネルギー開発、環境

計測・保全などの資源・環境工学分野まで

多岐にわたります。幅広い知識や経験を総

合して、環境調和・資源循環に関する問題

を発見し、解決する能力を養います。

環境資源工学科／
地球・環境資源理工学専攻

これからの事業経営には、日本の競争力の

源泉である「モノづくり」を基盤に、先端技

術を基礎とする新事業開発、経営環境の

変化への素早い対応力／構築力が必要で

す。本専攻では、次世代のリーダーに必要

な「製品・サービスの開発、サプライチェー

ンの構築・運営等の価値創造プロセスの理

解」などについて、アカデミックな背景を

持つ教員と企業経営経験豊富な教員によ

るケース演習・ビジネスの疑似体験を中心

とした“理論・実践”融合教育、研究指導を

行います。社会人学生と一緒の講義も魅力

です。

社会文化領域
綾部 広則教授

Voice
物理学者のアルヴィン・ワインバーグが「科学によって問
うことはできるが、科学によって答えることのできない
問題がある」と述べたように、社会的課題は、科学や技術
だけで解決できるものばかりではありません。また科学
的・技術的には優れていても、それだけでは社会に受け
入れられるとは限りません。こうした点を考える際のヒン
トとなるのが人文・社会科学系の知見です。国内でも類
をみない充実したカリキュラムを備える本学で、ぜひ、積

極的に学びとってください。

世界トップレベルのエンジニアに求められ

る豊かな人間性や高い見識、的確な判断力

を身に付けるため設置された、創造理工学

部5学科の基盤となる組織です。本領域で

は、社会や生活に影響を及ぼす力を秘めた

科学や技術を扱う理工系出身者のために、

理工3学部を対象とした語学・教養関連の

リベラル・アーツ教育を通して、幅広い教養

や知識を提供しています。また各学科から

3年次に若干名の学生を受け入れ、少人数

の演習および卒業論文の指導を行う社会

文化領域コースも設けています。

社会文化領域経営デザイン専攻

※社会文化領域コースへの進入には条件があります。
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応用物理学科は、物理学を基礎として、理

学から工学にわたる幅広い分野をカバー

する学科です。最新の物理学を駆使して時

代を切り開き、科学技術を創造する人材の

育成を目的としています。変化の激しい現

代では、常識にとらわれない着想を発展さ

せることで独創的な技術が生まれます。同

時に、新しい技術は基礎研究の発展を促し

ます。これは、理学の成果を工学へ応用し、

逆に実問題を通して根本原理を振り返ると

いう理工学の精神そのものであり、その意

味で本学科は最も理工学部らしい学科と

いえるでしょう。

応用物理学科／
物理学及応用物理学専攻

応用物理学科 3年
野澤 朋広さん
埼玉県・大宮開成高校出身

Voice
自分の考えを他者に納得してもらうためには論理的に
話をする必要があり、物理学の分野においては定性的か
つ定量的な説明が求められます。本学科には進学振り分
け制度が存在しないため、1年次から物理学の専門的な
内容を学ぶことができます。そして、講義で得た知識をも
とに演習や実験に取り組むことで、先述のような説明を
する能力を養うことができます。加えて物理学は数学と
密接な関係にあるので、物理学が好きな人は勿論、数学

が好きな人にもお勧めできる学科
です。

化学・生命化学科 3年
二川 日菜子さん
神奈川県立川和高校出身

Voice
化学・生命化学科と聞くと、生物寄りの化学を思い浮か
べるかもしれません。本学科ではそれだけでなく、物理化
学、有機化学、無機・分析化学、生命化学の全ての領域を
座学や実験を通して学ぶことができます！実験について
は、基礎実験に加えて各領域の専門実験を行える点が大
きな特長です。また少人数の学科なので、アットホームな
雰囲気がある点も特長だと思います。
このように本学科では、様々な視点から化学を学ぶこと

で、興味のある分野を仲間と共に見
つけていけます！

生命医科学科 3年
深澤 亮さん
東京都・東京学芸大学附属高校出身

Voice
本学科では医学・理学・工学のそれぞれを専門とする教
員による授業が行われているため、各分野を横断的な視
点で広く学ぶことができます。昨今の感染症のニュース
を科学の目で捉えられるようになる他、物理や化学の土
台も学ぶため、生命現象に対する有機的な理解が身につ
きます。私は、疾患研究がしたいという思いで入学しまし
たが、講義を受けていく中で分子レベルでの生命システ
ムに関心を持ちました。将来は、物理化学をベースとした

生命系研究で成果を上げたいと思
います。

物理学は素粒子、物質、生物、そして宇宙に

至るまで、広大な時空間スケールの自然を

相手にし、そこに潜む普遍法則を見出し、

人類の未知の領域を開拓する学問です。

本学科は、この広大な時空間スケールの自

然を相手にすべく、素粒子･宇宙物理、物

性物理、生物物理を3本の柱として教育と

研究を行っています。物理学を体系的に学

ぶ過程で、ぜひ「科学的思考法」を身につ

けてください。そして、研究の最前線で、ま

だ一度も開かれたことがない扉を押して

みましょう。

物理学科／
物理学及応用物理学専攻

物理学科 3年
安藤 舞羽さん
愛知県・愛知高校出身

Voice
物理学は、様々な自然現象の基礎であり、あらゆる分野
を対象としています。本学科では、物理の基礎知識はも
ちろん、分からないことを根底から理解し、本質を見極
め、解決策を見出す力をも習得することができます。私
自身、学んできたなかで壁にぶつかることは何度もあり
ましたが、それを乗り越えた経験はさらなる原動力に繋
がります。物理学の面白さに触れたい、自らの手で秘め
られた可能性を見つけ出したい方、お待ちしております。

未来の化学には、地球環境への影響を考

慮した上で世の中の役に立つ物質を作り

出す高度な技術が求められます。これを実

現するには、物質世界を解明する新たな方

法論の確立と、それに基づく新しい技術の

開発が不可欠です。本学科／専攻では、先

進社会の発展を支える学問としての化学

を体系的に教育することで、化学力を使い

こなす柔軟な思考力と豊かな創造力を養

います。そして先端的な研究教育プログラ

ムを通じて、現代社会の安定と発展に貢献

する卓越した人材を育てます。

化学・生命化学科／
化学・生命化学専攻

本学科／専攻は、疾病、傷害や食の安全へ

の対策、健康寿命の延伸などの課題に対し

て、最新の理工学および医学の基礎研究

と、最先端の予防・診断・治療方法の開発に

取り組んでいます。学部・大学院の6年一貫

教育を基本として、海外の大学や研究機関

とも連携し、グローバルリーダーを育成し

ます。学部4年間では、生命医科学の基礎

知識を系統立てて学び、基礎的な実験手技

を身に付けます。修士課程では新しい視点

から独創的で実学的な研究に取り組み、博

士後期課程では世界をけん引する研究者

を目指します。

生命医科学科／
生命医科学専攻

先進理工学部
・

研究科

応用化学科 3年
岡 大智さん
神奈川県立川和高校出身

Voice
受験時は、ものづくりの化学を学びたいという漠然とし
た目的で本学科を選びました。無機化学・有機化学・物理
化学・化学工学の4分野を基本とした座学および多くの
実験を通して広く深く学び、高校では考えもしなかった、
化学の面白さを知りました。また、生物や環境などに絡
んだ化学、プラスチックや薬、セラミックスの合成・成形、
利用する方法も学ぶことができるため、視野が広がるこ
とも本学科の魅力だと思います。将来は新しい材料の合

成法の研究に携わりたいと考えて
います。

本学科では、「役立つ化学」と「役立てる化

学」のために、驚異に満ちた化学の世界を

楽しみながら最先端の研究を進めていま

す。物質の変化を扱う化学を通じ、変化の

仕方（反応）や変化を調べる方法（分析法）

を熟知することで、新しい反応や新しい物

質を創りだすことができます。最新の知識

や実験技術を習得しながら問題を発見し

解決する能力を養い、研究者として自立で

きる実践力を身につけます。1917年創立

以来100年の間に10,000名余の有為な

卒業生を産官学に送り出し、多様な研究分

野で社会に貢献しています。

応用化学科／
応用化学専攻
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本専攻は、「ナノ基礎物性」「ナノケミスト

リー」「ナノエレクトロニクス」の3分野で構

成され、物理・化学・電気の学際領域の人材

を育成しています。世界に先駆けて「ナノ」

を標榜し、COE（センター・オブ・エクセレン

ス）研究拠点設置を背景に、充実した研究・

教育の環境を整えてきました。本専攻の修

了者は、電気・情報通信、自動車、精密機

器、化学、バイオ産業など広範な分野で活

躍しています。現在、多くの企業がナノ・ラ

イフ関連事業への展開を進めており、人材

ニーズはますます拡大しています。

ナノ理工学専攻

ナノ理工学専攻 修士1年
宮﨑 馨流さん
新潟県立高田高校出身

Voice
本専攻で学ぶナノサイエンス・ナノテクノロジーは、物理
学・化学・生物学を組み合わせた学際的な学問であり、い
かに人々の生活を支え、豊かにしているのかを学ぶこと
ができます。さらに、充実した指導体制や研究設備の環
境の下、学外の企業や研究機関と共同研究に励む学生も
多く見受けられ、最先端の研究を自らの手で行うことを
通し、ナノスケールの研究から生まれる無限の可能性を
体感することができる点が最大の魅力です。

Voice
先端的な工学研究は技術革新の種となりますが、世の中で
芽生え、人類社会に根付くためには、当然ながら有効性・安
全性に関する規制の知識が不可欠です。私は、企業研究所で
医療ロボットに関する学術的な研究活動を担う立場である
と共に、技術を社会実装するための有識者になりたいと考え
ます。本専攻は、多様な同級生(e.g., 医師、経営者、法律家、
投資家、技術者、薬事担当者…)と共にBenefit-Riskや
Benefit-Costなど、しばしば実用化への障壁になる規制

上の論点で議論し学ぶことができる稀有な場
です。

共同原子力専攻 修士1年
田中 大喬さん
神奈川県・浅野高校出身

Voice
原子力を多角的に学ぶことができるのが共同原子力専
攻です。私は、学部で化学を専攻していましたが、幅広い
フィールドで総合的に学びたいと考え共同原子力専攻に
進学しました。本専攻では原子力のみならず、耐震や廃
棄物処理を始め様々な学問が組み合わさって成り立っ
ており、物理や建築、化学分野など多岐にわたる学問を
複合的に学ぶことができます。研究では実験とシミュ
レーションに加えて機械学習もでき、自身の将来の広が

りを感じながら充実した日々を楽し
んでいます。

本専攻は、学際型専攻という新しいタイプ

の専攻で、“バイオ”をキーワードとして、さ

まざまな学科からの推薦や一般入試で入

学できます。多くの研究室は、東京女子医

科大学との研究教育連携施設「TWIns」

にあり、研究がしやすい環境が整っていま

す。教育・生物出身者は生物・生命分野、創

造理工の総合機械出身者は機械工学分野

の基礎教育を受けてから入学しています。

異なる学問を修得した学生が、大学院でと

もに研究に臨むことで、高度な専門能力、

視野の広さを備えた次世代リーダーが輩

出されます。

生命理工学専攻

生命理工学専攻 修士1年
髙田 有由美さん
神奈川県立横浜翠嵐高校出身 中国・杭州外国語学校出身

Voice
本専攻ではマクロな視点（生態系）からミクロな視点（遺
伝子や細胞小器官）まで『生物学』を幅広く扱い、医学と工
学を融合した『医工学』の研究（医療機器や医療用ロボッ
トの開発など）も行っています。そのため、研究対象も植
物・実験動物・患者検体など多岐にわたり、生物系学生と
機械系学生が混在することで生物学や医工学に興味があ
る人には魅力的な環境が整っています。また、本専攻は理
工学部だけでなく教育・生物出身の学生が多く所属する

点も大きな特徴の一つです。

世界最高水準の医薬品・医療機器産業を

日本の成長戦略として医療イノベーション

を推進するには、革新的医療技術と人と社

会との新たな関係を構築するための評価・

予測・決断科学である「医療レギュラトリー

サイエンス」の確立が重要課題です。本専

攻は、東京女子医科大学との研究教育連

携施設「TWIns」で多くの研究成果をあ

げ、自然科学と人文社会科学を融合した

「医療レギュラトリーサイエンス」を学んだ

リーダーを養成しています。202１年9月

末で、博士学位（生命医科学）が６１名に授与

されました。

共同先端生命医科学専攻

エネルギー安全保障問題そして福島第一原

子力発電所事故を踏まえて、原子力発電、

新たなエネルギー利用、放射線利用として

の加速器・放射線応用に従事する幅広い専

門的な知識を有する人材の育成が、本専攻

の目的です。幅広い分野の教員による系統

的な学習、時代に即した関連分野知識の修

得、基礎知識を身に付けるための教育プロ

グラムを構成しています。企業や研究機関

と連携をとり、現場での実習を取り入れ、

即戦力となる人材育成を目指します。加え

て、徹底した研究倫理教育を行い、倫理観

を育てます。

共同原子力専攻

共同先進健康科学専攻
博士後期課程1年
實野 佳奈さん
米国・Greenwich High School出身

共同先端生命医科学専攻
博士後期課程1年
鈴木 裕之さん
埼玉県立浦和西高校出身

Voice
私は修士課程まで生命医科学の分野で学んでいました
が、環境学にも興味を持ったことを理由に共同先進健康
科学専攻に入学しました。本専攻では、早稲田大学と東京
農工大学の先生による講演会に参加することができるた
め、獣医学、薬学、食品学、医科学など幅広い分野の知識
を習得できます。また、異なる専門分野の先生からも研究
に関するご意見を頂けます。現在は生命情報を用いた環
境微生物の研究をしており、将来は環境保全に関わる仕

事に携わりたいと考えています。

本専攻は、国内初の国立（東京農工大学）

と私立（早稲田大学）との連携による共同

大学院です。今日、理系の大学院教育に

は、国際的に通用する研究開発力と多視

点により学問領域を超えたリーダーとして

の総合力を有する人材の養成が求められ

ています。本専攻は、生命科学・理学・工

学・農学の領域が融合した先端的な教育に

より、多様な課題に対する解決・探究能力

を有し、豊かな教養と広い国際感覚および

高い倫理観を有する人材を養成すること

を教育理念としています。

共同先進健康科学専攻

今、時代を支えている基盤分野には、生命

科学、環境エネルギー、ナノテクノロジー、

情報通信があります。本学科／専攻はそれ

ぞれを深く極めるだけでなく、分野を融合

したテーマにも挑戦しています。複数の領

域が立体的におりなす教育プログラムは、

学ぶ目標が見えている人にも、これから学

びたいことを探す人にも、先端研究との出

会いをさまざまな角度から可能にしてい

ます。医・薬・理・工にわたって無限に広が

る活躍の場に向けて、異なる分野の最先

端で活躍する21名の教授陣がサポートし

ます。

電気・情報生命工学科／
電気・情報生命専攻

電気・情報生命工学科 3年
ク キンゲンさん

Voice
電気・情報生命工学科では電気、電子、情報、生命といっ
た各々の領域から融合領域まで、幅広く勉強できる自由
度の高い学科です。この四つの分野における最先端の技
術を使い、研究を行います。将来何をするかについてま
だわからない学生も、様々な基礎科目の勉強を通じて、
自分にとって興味のある分野を見つけます。講義だけで
はなく、異なる実験をすることにより、各分野への理解が
さらに深まります。多分野で活躍する人材になりたい人

におすすめしたい学科です。



先進理工学部・研究科情報生産システム研究科環境・エネルギー研究科

理工学術院をもっと知ろう！
Get  to  know the Facul ty  of  Science and Engineering!

 動画公開中
Video

Japanese

https://www.waseda.jp/fsci/about/brochure/

English

https://www.waseda.jp/fsci/en/about/brochure/

理工学術院Webサイトでは、キャンパスライフやイベントの様子などを動画でご紹介しています。ぜひご覧ください。
Check out our campus videos and university events on our website.

お問い合わせ先

早稲田大学理工センター 入試・広報オフィス

〒169-8555
東京都新宿区大久保3-4-1
西早稲田キャンパス 
TEL 03-5286-3808　FAX 03-5286-1689 TEL 03-5286-3808　FAX 03-5286-1689
https://www.waseda.jp/fsci/ https://www.waseda.jp/fsci/en/

I n q u i r y
Admissions Office,Center for Science
and Engineering,Waseda University
Nishi-Waseda Campus
3-4-1 Okubo, Shinjuku-ku,Tokyo 169-8555, Japan

発行：2022年5月 Published：May 2022
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お問い合わせはこちらから→ For inquiries, please use the QR code.→

本研究科は、「学問領域統合型アプローチ

による対応」、「現場・現物・現実主義での実

践」、「4つの市民（産官民学）の共創による

展開」、「大学の主体性・自律性を堅持した

社会との協働」、「社会のための技術・手法

の開発・提案・実践」の5つの基本コンセプ

トのもと、「知の創造・伝達・実現」に関する

さまざまな活動を展開しています。授業科

目は社会科学系研究科の教員も多数担当

しています。学内外の文系学部、社会人、留

学生も多数入学しており、多様な背景を

持った学生が在籍しています。

環境・エネルギー研究科

修士1年
加藤 浩瑞さん
東京都・世田谷学園高校出身

Voice
環境・エネルギー研究科では文理や国籍、経歴の境界を
越えて、社会の実課題を対象にした研究ができるという
魅力があります。授業は座学だけではなく、学生同士の
議論や学外に出てリサーチを行う機会が多く、現場を対
象にすることや学生の主体性を重視していると感じまし
た。研究や授業では工学や社会科学など、さまざまな分
野を横断して現実にある問題に取り組みます。専攻分野
にとらわれず、エネルギーや環境問題に興味がある方に

おすすめです。

本研究科は、アジアにおける知の発信拠点

を目指し、世界を舞台に活躍できる高度な

研究者・技術者の育成と研究開発を推進し

ています。研究領域は、情報通信、言語・メ

ディア情報、光、経営情報などICT分野を

網羅する「情報アーキテクチャ分野」、開発

から材料・製造・制御・物流・経営までモノ

づくりに関わる「生産システム分野」、最先

端LSIの設計・検証や次世代応用システム

など、ハード／ソフト両面から研究する「集

積システム分野」の3分野に分かれます。

北九州に位置し、留学生が数多く国際性豊

かな環境も特徴です。

情報生産システム研究科

修士1年
木村 愛さん

山梨県・駿台甲府高校出身国立茨城工業高等専門学校出身

Voice
情報生産システム研究科の魅力は、何と言っても国際交
流の活発さです。本研究科は、学生の約9割が留学生で
あり、講義内のグループワーク1つをとっても、様々な文
化や社会的背景をもつ学生同士ゆえの刺激的な議論が
できます。日常的に英語力が鍛えられ、国際会議での発
表を視野に入れた研究環境が整っています。また、カー
ロボAI連携大学院として、自動車・ロボット関連企業の
技術者との意見交換により、業界の最前線の動向を肌で

感じられるという強みがあります。

社会の抱える問題が複雑化・高度化する

現代には、豊かな教養と専門性を持ち、国

際的視野でリーダーシップを発揮できる

人材が求められます。本専攻は、修士課程

と博士課程を区分しない5年一貫制です。

産官学連携の下、物理、化学、生命科学、電

気・電子にまたがる横断的な専門教育、国

内外企業でのインターンシップや共同研究

実習を行います。これらの教育を通して、

博士人材に求められる深い「専門力」、大

局的に将来や社会課題を見渡す「俯瞰

力」、新しい領域や国際的な舞台へ果敢に

挑戦する「進取力」を養います。

先進理工学専攻

博士4年（5年一貫制）
環境・エネルギー研究科 情報生産システム研究科 先進理工学専攻

金子 奈々恵さん

Voice
５年一貫のカリキュラムを通して、様々な学術分野の学
生と共に博士号取得を目指して切磋琢磨できる環境が
本専攻の魅力です。私は本専攻にて、AI技術を用いた電
力システムの需給予測や運用に関する研究に取り組みな
がら、科学技術の社会実装に向けて必要なグローバル
ネットワーク構築のためのコミュニケーション能力や指導
力を学びました。将来は、産官学連携研究者として世界
の様々なエネルギー課題の解決に確実に貢献できる研

究者になりたいです。



理工学術院長
創造理工学部
総合機械工学科 教授 

菅野 重樹

Professor 

SUGANO, Shigeki
Senior Dean, 
Faculty of Science and 
Engineering

Message

from

the

Senior Dean

How to apply

学術院長より

知識と国際感覚、パワーを備えた人材を世界へ
　
技術者や研究者に求められるのは、最先端の技
術知識、国際感覚、そして周囲をリードしていく
パワーです。理工学術院にもまた、この3つを備
えた人材が期待されています。早稲田大学の学
生にはパワーが十分備わっています。理工学術
院は、こうした学生のパワーを大切にしながら、
イノベーションを生み出す力と国際感覚を養って
いくことで、世界を舞台に活躍する人材を育て
ていきます。日本人学生にとってはキャンパス内
で日々世界を感じられ、留学生にとっては日本
文化を体感でき、双方が当たり前に交流してい
ける環境を整備しています。

また、十分な研究ができるよう最新の設備を導
入し、研究者が活躍しやすい環境を整え、国際的
な研究に携わる機会は存分に準備されていま
す。理工学術院の学生や教員、卒業生は多様な専
門性を持っています。「人」の環境が抜群に良い
場所です。その中に飛び込めば、きっと自分の世
界に広がりをもたらしてくれるでしょう。
研究室に入れば、研究活動を通じて他大学や企
業、公的機関とも関わるようになり、その世界は
さらに広がります。専門分野と社会とのつながり
を実感しながら研究活動をする中で、自分のや
りたいこともきっと見つかるはずです。

Engineers and researchers need latest technical 

knowledge, an international outlook and the energy 

to lead others. The Faculty of Science and 

Engineering also strives to cultivate these three 

qualities in our students. I believe that Waseda 

University students are well equipped in this regard. 

Our faculty seeks to nurture this power and helps 

students to develop an international outlook and the 

ability to innovate so that they can someday play an 

important role on the global stage. We will continue 

to create a campus environment where Japanese 

students can naturally interact with students from 

many different countries, while international 

students can immerse themselves in Japanese 

culture.

We also offer the latest facilities to create an 

environment conducive to research, and students 

have ample opportunities to get involved in 

international research projects. Our students, 

faculty staff, and alumni have a wide range of 

professional backgrounds. Our human element is 

outstanding, so if you dive right in, then you are sure 

to expand your world. 

Once you join a laboratory, you will get involved with 

other universit ies,  companies,  and public 

institutions through your research activities, and 

your world will expand even further. By engaging in 

research activities and experiencing the connection 

between your field and society, I am sure that you 

will find your passion.

Cultivating Knowledge, an International Outlook, and
Leadership Energy

S c h o l a r s h i p s

A d m i s s i o n  S c h e d u l e

T u i t i o n  a n d  F e e s

C a r e e r  P a t h
Waseda University offers two types of scholarships for international 

students. The first one is offered based on the screening results of the 

admission process before enrollment. For the second one, students 

apply after enrollment. In addition to the scholarships offered directly by 

Waseda University, students can also apply for external scholarships.

Most graduates advance to a 

postgraduate school at Waseda 

or a university overseas. The 

remain ing  graduates  f ind  

employment with Japanese or 

overseas enterprises and are 

active in a wide range of fields.
For more details

https://www.
waseda.jp/fsci/en/
admissions_us/

https://www.
waseda.jp/
inst/cie/en/
life/aid

https://www.
waseda.jp/
fsci/students/
tuition/#anc_11

There is a wait list of admission.

For more details

1 3 5 72 4 6 8

September 
Entrance

Announcement
of Result

Application Period Announcement
of Document
Screening Result 

InterviewStudents completing a
curriculum
outside Japan 

9

Upon entry Expenses for 
the second semester(Expenses for the first semester) Total

School of Fundamental Science and Engineering 960,500 760,500 1,721,000

School of Creative Science and Engineering 975,500～976,500 775,500～776,500 1,751,000～1,753,000

(In Japanese Yen)

First Year

(based on the data provided
by students at the time of 
graduation)

Career Paths of International
Program Graduates 

Graduate School Abroad
15%

Another 
Graduate 
Schools
4%

Employment 
15%

Others
16%

The amounts are for September 2022 enrollment, including the admission 
fee (JPY200,000), regular tuition and various administrative fees. Please 
check the latest information on tuition fees when applying.
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Waseda 
Graduate 

School 
50%
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Cutt ing Edge

03Lab

Professor OHSHIMA, Toshio

Brain science is an extremely attractive 
field in life science because of the many 
mysteries that have yet to be solved. At 
the same time, expectations are high for 
the findings of brain science to lead to the 
understanding and treatment of patho-
logical conditions of neuropsychiatric 
disorders. At the Ohshima Laboratory, we 
are involved in brain science research on 
the molecular level by using mice and 
zebrafish as model animals. Based on the 
findings in our research on neural devel-
opment, we are developing methods to be 
applied to neuronal regeneration, and our 
recent focus has been on  Collapsin 
Response Mediator Proteins, and we have 
been studying them in genetically modi-
fied mice and knockout zebrafish made 
with CRISPR/Cas9. From these findings, 

we are conducting research to be applied 
to the development of therapeutic meth-
ods for neurological disorders. Many of 
our students are from overseas and 
nearly half of our graduate students are 
international students. Through discus-
sions conducted in English, we provide an 
environment where the Japanese 
students can improve their English profi-
ciency as well as nurture an international 
research mentality. The Ohshima Labora-
tory and the Department of Life Science 
and Medical Bioscience as a whole are 
making efforts to nurture world-class 
researchers through programs in which 
students can acquire research experience 
at universities and research organizations 
both in Japan and abroad. 

E-24 E-25

Exploring molecular mechanisms of brain development and
regeneration to treat neuropsychiatric disorders

C
u
t
t
in
g
 E

d
g
e
 L

a
b03

Department of Life Science and Medical Bioscience,
Advanced Science and Engineering

Toshio Ohshima Laboratory

M.D., Ph.D. (Yamanashi Medical University). After 

working as a researcher in NINDS, NIH (USA) and 

RIKEN BSI, he was appointed to current position 

in 2007.

P r o f i l e

Welcome to join the Ohshima Lab! I am pleased to tell you that joining our 
team, you will not only engage in hands-on investigations, you will also go on 
an enjoyable and memorable journey of your life. We believe that Ohshima 
lab is your second home in Waseda University as you will always be 
surrounded by support from all of our lab members and of course from our 
great professor. You will have a lot to discover, and we hope that you can 
achieve your highest potential here in Ohshima Lab. Together, we can 
promote the lab climate as respectful, supportive, and most importantly, nice 
and warm! We look forward to having you here in our big family.

GUO, Youjia 
[        China ]
Doctoral Program 2nd Year
Department of Life Science 
and Medical Bioscience 
(Graduated from Johns 
Hopkins University )

［ R e s e a r c h  A r e a s］
Molecular brain science 

Neuroscience-general 

［ R e s e a r c h  T o p i c s］
Molecular mechanisms of brain development and 

regeneration 
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New Paradigm of Robotics and AI Technology for Healthcare, 
Life-Support and Human Augmentation

Professor IWATA, Hiroyasu

The Iwata Laboratory is exploring life 
support robotics that can enhance people's 
mental and physical functions and skills and 
create new lifestyles of the future by making 
full use of XR technology and AI/robotics 
technology.
The main areas of application include 
healthcare, welfare, lifestyle, and sports. For 
example, in human augmented robotics, we 
are leading the world in proposing new 
concepts and developing new technologies, 
such as a "third arm" that can be attached 
to the body and operated by the user as 
he/she wants; a "detachable body" that can 
be detached from the body and attached to a 
wall, table, or cart; and "multi-presence" 
that allows the user to simultaneously 
perform different tasks at two locations 
using an alter-ego robot.
In medical robotics,  we have developed an 

ultra-minimally invasive surgical robot that 
can accurately puncture a 150-mm deep 
area with a 0.5-mm diameter ultrafine 
needle with an accuracy of ± 5 mm. Applica-
tion of this technology to cytological diagno-
sis and puncture therapy is expected to lead 
to improved accuracy in cancer diagnosis 
and complete cure of advanced cancer.
We have also succeeded in developing the 
world's first echocardiography robot that 
allows patients to undergo heart examina-
tions while seated, where advanced integra-
tion technology allows for precise control of 
the robot while analyzing AI images to 
produce appropriate heart images. Using 
this technology, which allows patients to 
easily undergo heart examinations while 
traveling on bullet trains or waiting at theme 
parks, we are seriously hoping to create a 
world with zero sudden deaths.

E-22 E-23

Department of Modern Mechanical Engineering,
Creative Science and Engineering

Hiroyasu Iwata Laboratory

Earned Ph.D. (Mechanical Engineering) at Depart-

ment of Mechanical Engineering, Graduate School 

of Science and Engineering, Waseda University in 

2003. After serving as an Associate Professor at 

the Institute of Biomedical Engineering, Waseda 

University, he became an Associate Professor at 

the Faculty of Science and Engineering, Waseda 

University in 2012, and has served in his current 

position since 2014.

Struggling to balance management of a start-up 

company and research & education as a professor. 

P r o f i l e

My research in Iwata lab is about the stroke rehabilitation assistance and 
neuro-robotic technology. It is exciting to explore the mechanisms of the 
human brain and body, and furthermore, how they interact with robotic tech-
nologies using our hardware and software technology. With the support of 
my professor, I am entrusted with responsible research projects, and I am 
challenging myself to present my work at academic conferences in Japan 
and abroad. Students working on a variety of topics gather in our laboratory 
and devote themselves to their research in a friendly atmosphere while stim-
ulating each other. We look forward to your visit!

YANG, Xinyi
[        China ]
Master's Program 1st Year
Department of Modern Mechan
-ical Engineering 
(Graduated from High School 
Affiliated to Fudan University
School of Creative Science and 
Engineering (Department of 
Modern Mechanical Engineer-
ing), Waseda University )

［ R e s e a r c h  I n t e r e s t］
Human Assistive and Augmentation Robotics/Vol-

untarily Manipulative Supernumerary Robotic 

Limb/Echocardiography Robot/Ultra-minimally 

Invasive Cancer Treatment Robot/Perception-as-

sistive Rehabilitation/XR Technology for Skill Anal-

ysis and Training/Machine Learning
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Department of Applied Mathematics,
Fundamental Science and Engineering

We would like to understand the World
and Future via Mathematics!

Yasutaka Shimizu Laboratory

Professor SHIMIZU, Yasutaka

P r o f i l e

［ R e s e a r c h  I n t e r e s t］

At the Shimizu Laboratory, we develop 
and study mathematical methods for 
analyzing and predicting economic and 
social phenomena using mathematics, 
including the theory of probability and 
statistics.
For example, when observing fluctua-
tions in stock prices and exchange 
rates, such movements appear willful 
and driven by various economic factors. 
Still, if we use the tools of stochastic 
analysis, we will be able to construct 
models  o f  these  human- induced 
market movements as if they were nat-
ural phenomena. By statistically extrap-
olating and analyzing these actuarial 
models from past data, we will be able 
to predict future trends. 

Under the slogan of “Can you see 
tomorrow via mathematics?” the mem-
bers of the Shimizu Laboratory apply 
mathematics to not only stock prices 
but also to future population/mortality 
predictions, the probability of compa-
ny’s default, the risk of insurance claim 
payments, climate change/CO2 predic-
tions, or any other theme that piques 
their interest. Recently, there have also 
been more and more opportunities for 
research that merges “machine learn-
ing” or AI and other computer sciences 
with mathematics. Why don’t you join us 
and get a glimpse of the future with 
math? 

Our laboratory mainly focuses on insurance and financial topics, which 
contains both theoretical studies of stochastic processes and modeling with 
machine learning techniques. Students can study their preferred topics 
individually or in groups, furtherly they can hold seminars themselves and 
invite anyone interested in this field. The professor also encourages us to 
participate in international forums in various industries.
The laboratory environment is friendly and open-minded, and we hold 
special events frequently (BBQ, Sake Tasting, Travel etc.). I believe it is not 
only the right place to study, but also somewhere you can experience the 
best university life in Tokyo.

YE, Xiaomin

E-20 E-21

[        China ]
Master's Program 2nd Year
Department of Pure and 
Applied Mathematics
(Graduated from Adcote 
School for girls, UK
Cass Business School ,  
University of London)
 

Mathematical Statistics / Asymptotic Inference /

Stochastic Processes / 

Financial and Actuarial Mathematics

Graduated from the Department of Mathematics, 

Faculty of Science, The University of Tokyo in 1999, 

and received his doctoral degree in Mathematical 

Sciences by dissertation from The University of 

Tokyo in 2007. After working as an Associate 

Professor at the Graduate School of Engineering 

Science, Osaka University, he became an Associate 

Professor at the Faculty of Science and Engineer-

ing, Waseda University in 2014 and was appointed 

to current position in 2017.

He is also an International KIKISAKE-shi (Japa-

nese SAKE sommelier).
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KUKUMINATO, Rei

We create a new

environment in the pursuit

of a sustainable society.

Covering the fundamentals of civil engineering, students 

learn how to create a better and more sustainable human 

society through the construction of infrastructure. The 

course includes environmental approaches to development, 

ensuring safety and security against natural hazards, and 

the improvement of urban environments. Career paths 

include engineers and planners for civil service, construc-

tion, transport, and energy industries. The Department of 

Civil and Environmental Engineering manages the major’s 

educational program, in collaboration with the Department 

of Resources and Environmental Engineering and the 

Department of Architecture.

Civil and
Environmental Engineering
Degree you can obtain ｜Bachelor of Engineering

ABDALMAJEED, Mohammed

AKAGI, Hirokazu

AKIYAMA, Mitsuyoshi

FURUI, Kenji

HAYAMI, Hiroshi

IWANAMI, Motoi

KITANO, Naohiro

KOIWA, Masaki

KOMINE, Hideo

KUBOTA, Yuji

KURIHARA, Masanori

MORIMOTO, Akinori

MURATA, Masaru

OKOCHI, Hiroshi

ONO, Kiyoshi

OWADA, Shuji

SAKAKIBARA, Yutaka

SASAKI, Kuniaki

SASAKI, Yoh

SATO, Yasuhiko

SEKINE, Masato

SHIBAYAMA, Tomoya

TAKAGUCHI, Hiroto

TOKORO, Chiharu

UEDA, Takumi

WANG, Hailong

YAMADA, Mika

YAMAGUCHI, Katsunori

YANG, Yizhou

F a c u l t y  &  K e y w o r d s

Sustainable Architecture

Soil Mechanics & Geotechnical Engineering

Concrete Engineering

Geomechanics and Petroleum Production Engineering

Atmospheric & Environmental Sciences

Structural Engineering & Structural Design

City and Regional Planning, International Development

History of Architecture

Geotechnical Engineering

Environmental and Occupational Hygiene

Petroleum Engineering

Transportation Planning

Environmental and Occupational Hygiene

Atmospheric and Aquatic Environmental Chemistry

Structural Mechanics

Resources Recycling Engineering

Water Quality & Environmental Engineering

Urban science

Urban and Regional Design

Structural Engineering & Structural Design

River Engineering

Coastal Engineering and Management

Environment Media

Resources and Environmental Processing Engineering

Exploration Geophysics

Geotechnical and Geoenvironmental Engineering

Environmental Risk Perception

Materials Processing Engineering

Structural Engineering & Concrete Durability

As someone who has always been amazed by the resilience and 
efficiency of the infrastructure in Japan, I am genuinely grateful to 
be studying Civil and Environmental Engineering at Waseda 
University. The English-based program allows me to learn, 
interact, and collaborate with people of different backgrounds and 
gain a global perspective that prepares us to better tackle 
challenging future problems. By taking classes in the various 
fields of our major, not only was I encouraged to deepen my 
knowledge base, but I was also given a chance to find my area of 
interest and pursue it in the form of a research opportunity 
alongside my professor. In the end, with the countless opportuni-
ties I have been given, the vibrant campus life and the fantastic 
friends I have made along the way, I couldn’t have asked for a 
better college experience than at Waseda.

ELDHO, Navya
(        India)

I studied Civil and Environmental Engineering at Waseda and 
chose environmental geotechnics as my research field for my last 
year. My time in Waseda was filled with excellent opportunities to 
learn about several industries involving infrastructure, and their 
growth potentials. Komine laboratory was where I honed my 
logical and critical thinking skills through discussions and 
research presentations, which helped me acquire the right 
mindset in decision-making as an engineer. I have since then 
gained professional experience as a construction manager at a 
dam and tunnel in Maeda Corporation, a Japanese general 
contractor overseeing multiple projects all over Japan and the 
world and aspire to develop innovative solutions for sustainable 
infrastructure.

(        Japan)

S t u d e n t

M e s s a g e

f r o m  s t u d e n t  

&  g r a d u a t e
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ESTEBAN, Miguel
Sustainability Science, Natural Disasters, Climate Change, 
Renewable Energy

Civil Engineer at
Maeda Corporation

G r a d u a t e
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Mechanical Engineering
Degree you can obtain 

ARIGA, Takashi

COSENTINO, Sarah

GOTO, Masayuki

HASUIKE, Takashi

HISHIYAMA, Reiko

ISHIDA, Toru

ISHII, Hiroyuki

ISHIMURA, Kosei

IWASAKI, Kiyotaka

IWATA, Hiroyasu

KAMEZAKI, Mitsuhiro

KANEKO, Shigehiko

KISHI, Tomoji

KOMATSUBARA, Akinori

KUSAKA, Jin

MATSUDA, Yu

MIYASHITA, Tomoyuki

MORI, Yasuaki

MUNECHIKA, Masahiko

MYERS, Corey

NAKAGAKI, Takao

OHMORI, Shunichi

OHYA, Jun

SUGANO, Shigeki

TAKAGUCHI, Hiroto

TAKAHASHI, Shingo

TAKANISHI, Atsuo

TAKIZAWA, Kenji

TANABE, Shin-ichi

UEMICHI, Akane

UMEZU, Shinjiro

WESUGI, Shigeru

YOSHIDA, Makoto

YOSHIMURA, Yasutaka

F a c u l t y  &  K e y w o r d s

Urban and Environmental Design

Enaction, Affective Computing

Research on Applied Information Science

Research on Mathematical Decision Making

Research on Intelligent Information System

Artificial Intelligence, Social Informatics

Biorobotics

Design of Structures and Mechanisms

Biomechanical and Biomedical Engineering

Human Assistive and Augmentation Robotics/ Medical Robotics

Smart Human-Machine Interface and Interaction/ Mobile and Field Robotics

Research on Systems Mechanics

Research on Software Engineering

Research on Human Life Engineering

Thermal Energy Conversion, Automotive Propulsion System

Thermo-Fluid Engineering, Visualization techniques for thermo-fluid phenomena

Design Methodology of Mechanical System

Research on Intellectual Property Management

Research on Quality Management

Research on Mineralization of Carbon Dioxide

Research on Exergy Engineering

Research on Logistics Engineering

Image Engineering

Intelligent Machine

Environment Media

Research on Systems Science and Engineering

Robotics and Mechatronics

Fluid-Structure Interaction

Architectural Environment

Energy system mechanics

Micro/ Nano Engineering

Co-creative Interface Design

Transporters & Energy Plants Materials Science and Engineering

Research on Urban-tech

｜Bachelor of Engineering

Create New Pages of

Mechanical Engineering

with us Waseda University has been the pioneer in providing high 

quality English programs in Japan. The warm and welcom-

ing environment allows us to collaborate and learn deeply 

with students from all backgrounds. Besides, the Japanese 

language classes and electives provided in Japanese act as 

a bridge connecting us to the industries and the local 

society. Studying mechanical engineering here gives 

students access to laboratories of a wide range of subfields. 

I believe that this is the place where we could challenge our 

own and stimulate innovations.

LIN, Leo
(        USA)

My name is MA Yi-Hsiang, I completed my research thesis 

under the supervision of Professor Takanishi and Professor 

Cosentino. Lab members are experts from all over the 

world, we shared cultural perspectives and insights during 

research activities and travel, made me feel the LAB as a 

HOME. We overcame the technical difficulties and logistical 

challenges of research cooperating not only as colleagues, 

but connected as a FAMILY. These people taught me that my 

opinions should not be determined by the society, but 

should reflect my own personal point of view. I sincerely 

appreciated Waseda for broadening my horizon and 

shaping me into a more mature and confident person.

MA, Yi-Hsiang
(        Taiwan)

PHISON electronics AI Engineer

S t u d e n t

G r a d u a t e

M e s s a g e

f r o m  s t u d e n t  

&  g r a d u a t e

“Modern mechanical engineering” covers traditional areas such

as manufacturing as well as recent areas such as robotics

and medical engineering. In response to recent various social

demands, modern mechanical engineering

is expected to integrate architecture and

management system engineering into

mechanical engineering. Students can

graduate only by taking courses,

including laboratory courses and

graduation research, given in English,

but students are recommended to take

also courses given in Japanese to learn

relationship between academia and

industry in Japan.

E-16 E-17
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Incubating CSCE talents to

contribute to society

Computer Science and
Communications Engineering
Degree you can obtain ｜Bachelor of Engineering

FUKAZAWA, Yoshiaki

HONIDEN, Shinichi

ISHIKAWA, Hiroshi

KAMEYAMA, Wataru

KANAI, Kenji

KASAHARA, Hironori

KASAI, Hiroyuki

KATTO, Jiro

KAWAHARA, Daisuke

KIMURA, Keiji

LIU, Jiang

MAEHARA, Fumiaki

MORI, Tatsuya

MORITA, Itsuro

NAKAZATO, Hidenori

OGAWA, Tetsuji

SAKAI, Tetsuya

SAKO, Kazue

SHIMAMOTO, Shigeru

SHIMIZU, Kana

SUN, Heming

TEI, Kenji

TOGAWA, Nozomu

UCHIDA, Masato

WATANABE, Hiroshi

YAMANA, Hayato

YANAGISAWA, Masao

F a c u l t y  &  K e y w o r d s
Software Engineering, Web-application Development, Agent-Based Software

Self-adaptive systems, Automated software evolution, Automated program repair

Computer Vision, Discrete Optimization, Pattern Analysis

Multimedia Content Distribution, Information Sharing and Retrieving

Multimedia Communication and System, Mobile Networking and Computing

Supercomputing, Multicore, Parallelizing & Power Reducing Compiler

Optimization, Machine Learning, Signal Processing

Future Networking and Multimedia Signal Processing

Natural Language Processing, Artificial Intelligence, Text Analysis/Understanding

Computer architecture, Parallelized Applications, Parallelizing compiler

Optical Wireless Systems, Smart Grid Systems, IoT

Wireless communications and communications-related signal processing

Information security and privacy

Optical Fiber Communication, Free Space Optics

Network Engineering, Distributed Computing

Pattern Recognition, IoT, Audio and Speech Processing

Information access, Natural language processing, Interaction

Cryptographic Protocols, Blockchains, Security and Privacy by Design

Wireless Access, Air and Space Communication, Body Area Network

Computational Biology

Video Compression, Heterogeneous Computing, FPGA, ASIC

Self-adaptive Software, Reactive Systems, Event-triggered Control, Internet-of-Things

Integrated circuit system design

Data Science, Machine Learning, Information Security

Video and Image Recognition, Video Coding

Big Data (Secure Computation, Data Mining, IR), Pen-based Computing

Bioinformatics

NIOUSHA, Rose
(        Iran)

I appreciate Waseda for granting me such an amazing 
environment to pursue my bachelor’s degree. My university 
life is surrounded with students from various backgrounds 
that taught me variety of different perspectives. Beside 
students, professors in Waseda are generally nice and 
willing to guide students. My professor, Shimamoto 
Shigeru, always encouraged us to challenge the 
cutting-edge technologies and gave professional advices 
whenever needed. Four years in Waseda definitely shaped 
my life in a good way. I am sure you will have a good time in 
Waseda too.

HAYASHI, Kazuki
(        Japan)

Goldman Sachs
Asset Management

S t u d e n t

G r a d u a t e

M e s s a g e

f r o m  s t u d e n t  

&  g r a d u a t e

Students in the Computer Science and Communications 

Engineering Major acquire cutting-edge knowledge and 

skills required for an advanced networked and computer-

ized society, encompassing computer science, computer 

engineering and communications engineering. The major 

aims to maximize the individual potential of each student 

and thereby foster future engineers who will be able to 

contribute to these fields in a global context and in a variety 

of professions. Career paths are diverse thanks to the recent 

computerization, and include software, electric machinery, 

telecommunications, broadcasting, and ICT services.

Infrastructures, Social Platforms, 
and Interaction Design in Distributed Computing Environments

Machine Learning, Computer Graphics, Image Processing, 
Human Computer Interface

Multi-Agent Systems, Distributed Artificial Intelligence, 
Machine Learning in Multi-Agent Systems Contexts

Programming Languages, Program Verification, 
Program Synthesis, Type Systems, Automated Deduction

Design and Implementation of Programming Languages, 
High-performance Computer-Aided Verification

Software Engineering, Reliable Software Systems, 
Software Development Environments

Green communications, Wireless access and networking, 
Next generation mobile systems

Perceptual Computing, Spoken Language Processing, 
Image Processing, Intelligent Robot

NAKAJIMA, Tatsuo

PAN, Zhenni

KOBAYASHI, Tetsunori

UEDA, Kazunori

SIMO-SERRA, Edgar

SUGAWARA, Toshiharu

TERAUCHI, Tachio

WASHIZAKI, Hironori

E-14 E-15

While there are many English-based programs, it is 
extremely rare to be able to study an engineering major in 
English as an undergraduate student here in Japan. What I 
love about this program is how close the connection 
between the students and the professors is. In this way, 
there is always a place for face-to-face questions. 
Moreover, I am very blessed to have met such amazing 
friends with various backgrounds from all over the world. 
Although the workload is quite tough, because everyone is 
constantly motivated and has their purposes to study their 
majors, we always arrange after-school study sessions 
which allow us to deepen our understanding even more and 
get through the challenges together. I for sure believe that 
Waseda gives everyone the chance to become the bridge 
between Japan and the world in the future.
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Express, connect, and create

—Mathematical Sciences is

the door to the future

The Major in Mathematical Sciences will provide a broad 

curriculum, ranging from fundamental to applied mathe-

matics. The aim is to equip students with knowledge not 

only of mathematical sciences but also of its connections 

to scientific and engineering fields, and to provide 

students with the mathematical skills needed to make a 

contribution to society. The course places particular 

focus on three topics that are essential in modern 

society: nonlinear mathematics, computational mathe-

matics, and statistical mathematics.

Mathematical Sciences
Degree you can obtain ｜Bachelor of Science, Bachelor of Engineering

BOWEN, Mark

GUEST, Martin

HAYAMIZU, Momoko

HOMMA, Yasushi

IKEDA, Takeshi

ITO, Kimihisa

KAJI, Hajime

KASHIWAGI, Masahide

KAWASHIMA, Shuichi

KOJIMA, Sadayoshi

KOZONO, Hideo

KUMAGAI, Takashi

KUTO, Kousuke

MARUNO, Kenichi

MATSUSHIMA, Toshiyasu

MIEZAKI, Tsuyoshi

MURAKAMI, Jun

NAGAI, Yasunari

NARITA, Hiroaki

OISHI, Shinichi

OZAKI, Manabu

SHIBATA, Yoshihiro

SHIMIZU, Yasutaka

TAKAHASHI, Daisuke

TANAKA, Kazunaga

TOYOIZUMI, Hiroshi

TRINH, Khanh Duy

USUBA, Toshimichi

YAMAZAKI, Masao

YONEDA, Gen

F a c u l t y  &  K e y w o r d s

Nonlinear Differential Equations

Geometry

Discrete Mathematics

Differential Geometry

Geometry, Representation Theory and Combinatorics

Mathematical Materials Engineering

Algebraic Geometry

Numerical Analysis

Partial Differential Equations

Topology

Functional Analysis, Nonlinear Partial Differential Equations

Probability Theory

Nonlinear Partial Differential Equations

Mathematical Physics

Information Theory and its Applications

Algebraic Combinatorics

Topology

Algebraic Geometry

Number theory and Automorphic forms

Verification of Accuracy of Numerical Computations and Applications

Algebraic Number Theory

Partial Differential Equations

Mathematical Statistics and Applied Probability

Nonlinear Dynamical Systems

Nonlinear Analysis

Applied Probability

Probability Theory and Applied Probability

Mathematical Logic, Set Theory

Partial Differential Equations

Theory of Relativity

Majoring in mathematics in Waseda not only provides 

me with the opportunity to learn a variety of topics in 

math, but also allows me to minor in the field I’m 

interested in. In addition to courses in the faculty of 

science and engineering, I also got to study some 

subjects in liberal arts.

Starting this year, I was able to focus on the topic I 

like and develop practical skills in applying what I 

have learnt in a laboratory. I enjoy my life here in 

Waseda and look forward to the upcoming years.

SHUEI, Harumi
(        Japan)

For those that were born and bred in cultures that are 

distant to that of Japan, Waseda might be your sole 

option in Japan owing to its holistic international 

courses. Being a part of Waseda grants you the 

access to one of the most diverse academic environ-

ment and the most influential alumni network in 

Japan. Make use of your resources in Waseda wisely, 

and it sure will become a shortcut to many of your 

goals.

CHEN, Chung-an
(        Taiwan)

Graduate School of Fundamental 
Science and Engineering

S t u d e n t

G r a d u a t e

M e s s a g e

f r o m  s t u d e n t  

&  g r a d u a t e
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•  You can not transfer from the English-based program to the Japanese-based program.
•  For information about the Japanese-based program, please refer to the latter half of this brochure for information in Japanese.
•  Students are required to pass an entrance exam in Japanese in order to enter the Japanese-based graduate program after graduating from the undergraduate English-based program.

•  There are four Major courses covering a broad range of science and engineering fields over two undergraduate schools. Students in the undergraduate English-based Program
　obtain degrees in each Major upon conducting studies across the entire curriculum in English. (The type of degree you can obtain depends on the chosen course.)

•  In their first and second years, students mainly take courses aimed at acquiring the foundational knowledge required in all fields of science and engineering, while preparing to take the specialized
　courses under each Major that begin from the second year. During graduation research, students are assigned to a research laboratory or seminar and work on compiling their graduation thesis
　under the direct guidance of their supervising professors.

•  Students enrolling in September are required to take Japanese language courses, and they may take the courses offered by the university's Center for Japanese Language.

S e p t e m b e r  E n t r a n c e  

Sept .Sept . Sept . Sept . Sept .
1st 2nd 3rd 4th

Specialized courses / Interdepartmental specialized courses

Seminars / Research projects / Graduation thesisJapanese language courses

English-based Undergraduate Program C a r e e r  a n d  A c a d e m i c  R o u t e
Most diverse fields of science and engineering offered in an International Program in Japan

Basic Experiments in Science and Engineering 1
P i c k - u p !

* In the English based program, the department opens only for the Doctoral Program

Graduate School of Fundamental Science and EngineeringSchool of Fundamental Science and Engineering

Master Doctor

Graduate schools

Companies and Organization

Undergraduate schools

Bachelor

  

Department of Pure and Applied Mathematics
Department of Applied Mechanics and Aerospace Engineering
Department of Electronic and Physical Systems
Department of Computer Science and Communications Engineering
Department of Intermedia Studies
Department of Materials Science*

Major in Mathematical Sciences
Major in Computer Science and Communications Engineering

Graduate School of Creative Science and EngineeringSchool of Creative Science and Engineering

Department of Architecture
Department of Modern Mechanical Engineering
Department of Industrial and Management Systems Engineering*
Department of Business Design & Management*
Department of Civil and Environmental Engineering
Department of Earth Sciences, Resources and Environmental Engineering

Major in Mechanical Engineering
Major in Civil  and Environmental Engineering

Graduate School of Advanced Science and Engineering

Graduate School of Information, Production and Systems

Graduate School of Environment and Energy Engineering

Department of Pure and Applied Physics
Department of Chemistry and Biochemistry
Department of Applied Chemistry
Department of Life Science and Medical Bioscience
Department of Electrical Engineering and Bioscience
Department of Integrative Bioscience and Biomedical Engineering
Department of Nanoscience and Nanoengineering
Cooperative Major in Nuclear Energy*

E-10 E-11

In 2010, the Faculty of Science and Engineering at Waseda University became one of the first institutions in Japan to introduce an English-based Program, offering 

students the opportunity to acquire an undergraduate degree solely taught in English.

This program has been highly acclaimed both in Japan and overseas.

From April 2018, the undergraduate “English-based Program” was reorganized with education and research programs strengthened through the addition of new 

disciplines and by boosting faculty numbers. Based around this world-class program, we aim to create new value through the mutual stimulation of a diverse student 

body and by building the best possible environment for education in science and engineering.

The English-based program of the Faculty of Science and Engineering covers a wide range of scientific and engineering disciplines.

We offer unique specialized courses that cannot be found in the international science programs of other universities in Japan. Please try to find your field of interest 

among the Majors and their keywords introduced from page 12.

Foreign language subjects / Humanities and social science
subjects / Scientific and engineering subjects

This is the first lab work course that must be taken by all first-year students enrolled in the Schools of Science and 
Engineering. This lab work not only allows students to confirm basic laws and principles in physics and chemistry, but 

also has the following objectives:

(1) to provide students with experiences of manufacturing,
(2) to allow students to think about familiar phenomena from a scientific viewpoint,
(3) to allow students to make more scientific approaches, and
(4) to visualize things that are not observable.



Why WASEDA?
Why study in TOKYO?

Tokyo

Shinjuku

As one of the world’s leading cities, Japan’s capital of Tokyo combines the best of traditional and modern cultures. Waseda University is located in Shinjuku 
ward, where Tokyo’s urban functions are concentrated. With several train lines running through it, this area is ideal not only for academics but also for a 
fulfilling student life complete with shopping, sightseeing, and leisure. One of the cleanest and safest cities in the world, Tokyo is without a doubt one of the 
best places for international students to study. 

Japan
Meet the world

in Tokyo 
Find yourself

in Tokyo

Meet
Japanese culture

in Tokyo

Tokyo is a big city and has global influence rival-
ing that of New York, London and Paris. As the 
most populous city in the world, it serves as a 
gateway to Asia, and is a place where you can 
experience all the cutting-edge international 
trends. Tokyo is guaranteed to stimulate your 
intellectual curiosity!
Tokyo has a lot of restaurants which serve excel-
lent cuisine. It is not all about high-end restau-
rants: there is also a wide variety of delicious yet 
cheap and casual food on offer. There is no other 
city in the world where you can enjoy cuisines 
from all over the world as you can in Tokyo.

Spreading your wings and studying outside your 
country, you may be able to see a new side of 
your own country. It will broaden your horizons. 
Why don’t you discover your possibilities in Tokyo 
with your peers representing different countries 
from around the world?

In Tokyo, traditional temples and shrines are nes-
tled alongside skyscrapers. 
With seasonal events and traditional festivals 
held throughout the year, Tokyo is a place where 
you can enjoy modern city life along with tradi-
tional culture. Even if you cannot speak Japa-
nese, international students receive a warm 
welcome here, because Tokyo is the most hospi-
table city in the world.
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Student’s
L I F E

It is a really good time interacting with fellow classmates from different 
countries and professors. The best thing I liked about the professors 
and students was that you can ask doubts in between without being 
made fun of. I would really encourage anyone reading to never hesitate 
to ask any kind of question as I have experienced it first hand that no 
body judges or makes fun out of it. Initially, it is hard to communicate 
with fellow students but later on you tend to get along and also some of 
the new students may go out together for lunch at a good Japanese 
restaurant. So, in terms of student life, my advice would be to study 
hard and smartly, and to enjoy and explore Tokyo with friends such as 
Japanese food, Japanese local shops, etc. 

RATTAN, Gurseerat Kaur
［　　India］

3rd year, Major in Computer Science
and Communications Engineering
（Graduated from International School of the Sacred Heart）
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Japanese 1

［Gurseerat's 1st-year Course Timetable］
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［Gurseerat's 3rd-year Course Timetable ］

My life at Waseda is very busy and productive. I learn something new, 
both in academic life and practical life from the experiences every day, 
in and out of campus. I have a part-time job, and also received several 
scholarships so far. Since my second semester, I stopped taking living 
cost from my parents. I bear my living cost completely by myself. I try 
my best to maintain a good CGPA every semester. I plan early on time 
management to submit the assignments on time, and additionally I 
manage time to have fun. I enjoy every day of my university life here at 
Waseda.

［Nazia’s Life in Tokyo］
In my first year I had classes on 6 days in a week. On Fridays, I had 
“Laboratory work for Science and Engineering” from 2nd to 5th period, 
which was the most difficult and strict course. This term I have 3 days 
off during the week, so I utilize them for part-time jobs and taking 
courses from other faculties based on my interest such as Spanish 
language course.
My first part-time job in Japan was a convenience store. I worked there 
for around 1 year, and it helped me to learn basic work culture of Japan 
and to improve my Japanese speaking ability along with the Japanese 
courses at Waseda. Currently I am working at Narita International 
Airport, where I explain the quarantine rules to people entering Japan.
I sometimes teach the middle school students about the culture of my 
country in English. It helps the students to learn English as well as 
learning the culture of a new country.
As a Research Assistant in Geotechnical Laboratory, I contributed to the 
research of using carbon-captured materials in construction to combat 
the climate change. During the research, I got the opportunity to give a 
presentation in the conference in Japan.

KHAN, Nazia hossain
［　　Bangladesh］

3rd year, Major in Civil and 
Environmental Engineering
（Graduated from Pledge Harbor International School）

Information Network
Systems A
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You can visit our official website.

https://www.waseda.jp/fsci/en/

Science and Engineering in photos

A slice of student life at Waseda University’s
Faculty of Science and Engineering 
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